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同い年の赤コン君とあづっち

　

元
年　

● 

平
成
少
年
使
節
４
人
を
ロ
ー
マ
に
派
遣 

①

　
　
　
　

● 

市
立
看
護
専
門
学
校
が
開
校

　

２
年　

● 

や
す
ら
ぎ
ホ
ー
ル
（
現
・
西
の
湖
す
て
ー
し
ょ
ん
）　

　
　
　

    　

 

が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

● 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
三
世
代
交
流
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催 

②

　

３
年　

● 

安
土
駅
前
広
場
に
信
長
像
を
設
置

　
　
　
　

● 

八
幡
堀
、
新
町
通
り
な
ど
が
国
の
伝
統
的
建
造
物　

    

　

       　
　

 

群
保
存
地
区
に
選
定 

③

　

４
年　

● 

ス
ペ
イ
ン
・
セ
ビ
リ
ア
万
博
日
本
館
の
「
安
土
城

                  

天
主
」
を
譲
り
受
け
る

　
　
　
　

● 

近
江
八
幡
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
協
会
が
発
足

　

５
年　

● 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
信
長
」
放
送
で
観
光
客
増
大

　

６
年　

● 

天
皇
・
皇
后(

上
皇
・
上
皇
后
）
両
陛
下
が
行
幸
啓 

④

　
　
　
　

● 

白
雲
館
が
明
治
初
期
の
姿
に
復
元

　
　
　
　

● 

文
芸
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
、
安
土
城
天
主
「
信
長
の
館
」
オ
ー
プ
ン 

⑤

　
　
　
　

● 

韓
国
・
密
陽
市
と
姉
妹
都
市
提
携

　

７
年　

● 

文
芸
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置

　
　
　
　

● 

か
わ
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン

　

８
年　

● 

安
土
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン 

⑥

　

９
年　

● 

八
幡
公
園
下
に
新
市
立
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　

● 

北
海
道
上
ノ
国
町
と
友
好
都
市
提
携

　
　
　
　

● 

ア
メ
リ
カ･

レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
市
と
兄
弟
都
市
提
携

10
年   

● 

ひ
ま
わ
り
館
が
オ
ー
プ
ン

11
年　

● 

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
近
江
八
幡
が
オ
ー
プ
ン

12
年　

● 

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
で
安
土
城
を
「
復
元
」
⑦

　
　
　

● 

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
品
質
管
理
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ　

　
　
　
　
　

  

９
０
０
１
の
全
国
初
の
認
証
取
得

　
　
　

● 

桐
原
新
橋
・
ふ
る
さ
と
農
道
が
開
通

13
年　

● 

Ｊ
Ｒ
安
土
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯

　
　
　

● 

全
国
自
治
体
初
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
を
制
定

14
年　

● 

朝
鮮
通
信
使
ゆ
か
り
の
ま
ち
全
国
大
会
を
開
催
⑧

15
年　

● 

女
性
の
医
師
が
女
性
を
診
察
す
る
「
女
性
専
門
外
来
」

　
　
　
　

 

が
市
民
病
院
に
滋
賀
県
内
の
公
立
病
院
で
初
の
開
設

16
年　

● 

広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
赤
コ
ン
君
」
誕
生

　
　
　

● 

安
土
町
制
50
周
年
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
づ
っ
ち
」
誕
生

17
年　

● 

イ
タ
リ
ア
・
マ
ン
ト
ヴ
ァ
市
と
姉
妹
都
市
提
携

　
　
　

● 

新
火
葬
場
「
さ
ざ
な
み
浄
苑
」
完
成

　
　
　

●
「
近
江
八
幡
の
水
郷
」
が
国
の
重
要
文
化
的
景
観

　
　
　
　

 

第
１
号
に
選
定 

⑨

18
年　

● 

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン 
⑩

19
年　

● 

西
の
湖
ヨ
シ
灯
り
展 

ス
タ
ー
ト

　
　
　

● 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
制
定

20
年　

● 

子
ど
も
文
化
芸
術
賞
を
制
定

21
年　

● 

沖
島
と
堀
切
新
港
を
結
ぶ
新
通
船
「
お
き
し
ま
」

　
　
　
　

 

運
航
ス
タ
ー
ト

　
　
　

● 

市
民
バ
ス
「
あ
か
こ
ん
バ
ス
」
運
行
ス
タ
ー
ト 

⑪

22
年　

● 

新･

近
江
八
幡
市
が
誕
生 

⑫

23
年　

● 

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
市
民
の
篤
志
相
次
ぐ 

⑬

　
　
　

● 

市
立
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置

24
年　

● 

指
定
ご
み
袋
制
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　

● 

秋
篠
宮
ご
夫
妻
、
眞
子
さ
ま
が
沖
島
を
ご
訪
問 

⑭

25
年　

● 

官
民
共
同
で
ま
ち
づ
く
り
進
め
る
㈱
ま
っ
せ
設
立

　
　
　

● 

沖
島
が
国
の
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
指
定

　
　
　

● 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
、
市
立
幼
稚
園
・
小
中

　
　
　
　

 

学
校
で
給
食
実
施 

⑮

26
年　

● 

Ｖ
Ｒ
安
土
城 

高
精
度
シ
ア
タ
ー
版
が
完
成 

⑯　
　

　
　

       

● 

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

27
年　

● 

び
わ
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
が
宮
ヶ
浜
・
大
中
の
湖

　
　
　
　

 

干
拓
地
で
初
開
催 

⑰　
　
　

　
　
　

● 

桐
原
東
小
の
取
り
組
み
に
第
１
回
日
本
ト
イ
レ
大
賞

          

● 

Ｊ
Ｒ
篠
原
駅
舎
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

28
年　

● 

リ
オ
五
輪
シ
ン
ク
ロ
競
技
で
銅
メ
ダ
ル
２
個
の
乾

　
　
　
　

 

友
紀
子
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞 

⑱

29
年　

● 

み
ん
な
の
心
で
手
を
つ
な
ぐ
手
話
言
語
条
例
を
施
行

　
　
　

● 

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
世
界
大
会
が
宮
ヶ
浜
で
開
催

30
年　

● 

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
杯
ロ
シ
ア
大
会
で
大
活
躍
の　

　
　
　

    　

 

乾
貴
士
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞 

⑲

　
　
　

● 

富
士
宮
市
と
近
江
八
幡
市
の
夫
婦
都
市
50
周
年
記　

　
　

            

念
式
典
を
開
催

31
年　

●  

Ｊ
Ｒ
安
土
駅
・
周
辺
整
備
工
事
が
完
了

広
報
写
真
で
振
り
返
る

平
成

〝平成〟さようなら

こんにちは〝令和〟 

　

「
平
成
」
に
変
わ
る
新
し
い
元
号
「
令
和
」
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

「
令
和
」
に
希
望
を
託
す
一
方
で
、
歴
史
的
な
時
代
の
節
目
に
、

わ
が
ま
ち
近
江
八
幡
の
三
十
年
余
の
「
平
成
」
時
代
を
合
併
以

前
の
旧
市
町
の
頃
も
含
め
、
駆
け
足
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。元

２

３

30

28

25

26
27

わ
が
ま
ち
の

平
成
の
で
き
ご
と

年年

年

年 年

年

年

15

16

18
17

19

　商家の町並みが国の

　伝建地区に選定

　　ねんりんピック三世代交流マラソン

　文芸セミナリヨなど文芸の郷が完成

　びわ湖トライアスロン
乾友紀子さんに市民栄誉賞

二人目の市民栄誉賞を乾貴士さんに授与

こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
を

よ
ろ
し
く
ね
！

　　        平成少年使節をローマへ派遣

１年

２

３

５

　　ＶＲ安土城高精度シアター版完成報告会

給食センターが完成し、市立のすべての

幼稚園、小・中学校で給食実施
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31
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Ｊ
Ｒ
安
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駅
・
周
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備
工
事
が
完
了

６

８

14

17

232221

24

年
年

年

年

年

年

年

年

年

さっぽろ雪まつりで
　　　「復元」された安土城

12年

市内を行幸啓された天皇・皇后（上皇・上皇后）両陛下

４

　　西の湖畔に安土町Ｂ＆Ｇ海洋センターが完成

６

７

８

９

18

10

　　朝鮮人街道で往時の行列が再現された

　　　　　　朝鮮通信使ゆかりのまち全国大会

西の湖一帯が重要文化的景観第 1号に選定

完成間近の総合医療センター

あかこんバスの運行がスタート

11
新近江八幡市の門出を祝って開催された合併記念式典

12

救援物資を東日本大震災被災地へ輸送

13

　秋篠宮ご夫妻、眞子さまが沖島をご訪問

14

※紙面の都合上、掲載できなかった出来事もたくさんありますが 30 年余の主な流れとしてご覧ください。
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4広報おうみはちまん　2019.5.1

　仲村会のいきいき百歳体操は、もとはゴ
ムバンド体操をしていたメンバーから広ま
りました。最高齢の、開始時から参加して
いる97歳の江南善雄さんは「毎週体操をし
ているから、こうして動けているのだと感
じています」と話しています。
　体操の後のお茶会や、恒例のひな祭り、
七夕のお食事会なども楽しんでいます。

　地域のボランティアグループで立ち上げま
した。皆さん、設立時からの参加者です。こ
こは、手芸や野菜作りなど得意なことを教え
合ったり、さまざまな情報を収集する場にも
なっています。
　体操をしている間も笑いが絶えず、あっと
いう間に時間が過ぎてしまいます。

ご近所の仲間とはじめませんか？
足腰をきたえて、ますます元気に！

　平成21年に始まった「いきいき百歳体操」は、現在98カ所の地域
で取り組まれており、今年で 10周年を迎えます。
　今回は、10年間続けてこられた４つのグループの活動をご紹介します。

仲村会（中村町  平成 21 年９月～）島町体操クラブ（島町  平成 21 年 12 月～）

いきいき百歳体操
10周年

ここに来れば、スト
レスも発散されて、
気分も晴れます！

ゲートボールも 20 年
続けています！

代表の江南茂雄さん（94）

最高齢の
江南善雄さん (97)
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開催地域を募集しています

実施までの流れ
①「いきいき百歳体操教室」として、保健師が計
　４回、出前講座をします。
②教室終了後は、地域で継続して体操を実施して
　ください（週１～２回）。

【準備物】会場、椅子、映像または音声再生機器
　　　　（ＤＶＤプレーヤー、ＣＤデッキなど）
　※バンド、おもり、映像（または音声）は無料
　　で貸し出します。

　市では、「いきいき百歳体操」の普及に努めて
います。この体操は、手首や足首におもりをつけ
て、イスに座りながらゆっくりとしたペースで筋
肉を鍛える体操です。ご自分の体力に合わせてお
もりの調整ができるので、元気な人だけではなく、
足腰が弱ってきた人でもできる体操です。
　半年後のモニタリングでは、46％の人が「体
力がついた」、47％の人が「友人・知人ができた」
と感じておられます。また、近くに集まる場があ
ることで、閉じこもり予防や地域内の見守りにつ
ながります。
　自治会館など身近な会場で、毎週開催されてい
ます。地域で開催したい人、一度体験してみたい
人は、健康推進課までお問い合わせください。

健康推進課　 （33）４２５２
　　　　　　 （34）６６１２

問

体力がついた 友人・知人ができた

46％ 43％
はいはい

いいえ
２％

いいえ
８％ 以前から

問題ない
55％

以前から
問題ない
46％
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ひだまり会（北津田町  平成 21 年 12 月～）鷹飼町ふれあいサロン（鷹飼町  平成 21 年 11 月～）

　地域のボランティア仲間で立ち上げま
した。体操の後は、お茶をしながら和気
あいあいと会話を楽しんでいます。みん
なで、準備や片付けをしているので、負
担なく教室が続けられています。

　ふれあいサロンが母体となって立ち上
げました。週１回は体操に行くという習
慣があることで、普段の生活にも張り合
いができています。体操を続けることで
年齢を重ねてもさっさと動くことができ
ます。また、体操に来て、仲間とおしゃ
べりするのが楽しみです。

自分の体力に合わせ
てできるので、無理
なく続けられます。
ごみ捨てもラクラク！

みんなと過ごす時間は
楽しくてあっという間！
体操後のカラオケも楽
しみです！



その他のサービスを大幅に見直す必要がでてきます。
それでも足りない分は借金で将来世代に負担を先送りすること
になります。
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なぜ『個別施設計画』が必要なの？

このまま対策をしなければ…

　将来世代に負担を先送りせず
　　　安心・安全な公共施設などを引き継いでいくために 

　本市は主要な施設を191施設保有していま
すが、そのうち約38％が築30年以上経過し、
老朽化が進行しています。
　今ある公共施設や道路・橋などをこのまま
の同じ構造・同じ面積で維持すると仮定する
と、今後40年間で総額2,888億円、年間平均

で約72.2億円が必要になります。本市で過去
5年または10年間で、公共施設などの新設や
更新に使ったお金は年間平均40.7億円ですの
で、年間で約31.5億円が不足する計算となり
ます。

施設が老朽化２

　2014(平成26)年の総人口約８万２千人を
ピークに、2040(令和22)年には約７万３千人
となり約11％減少し、少子化・高齢化がさら
に進むことが見込まれています。また、生産
年齢人口が減少することで市税などが減収す
る一方で、人口構成の変化に伴い社会保障な
どの費用が増大することが予想されます。

人口が減少、少子高齢化が深刻に１

税収の減少、社会保障費の増大が見込まれる中、

現状の公共施設やインフラを維持しようとすれば、その不足分を補うために、

　全国の自治体では、厳しい財政状況の中、人口減少や少子高齢化の進行などにより公共
施設などに対する利用ニーズの変化が予想されます。
　このことから公共施設などの状況を把握し、長期的な視点で、更新・統廃合・長寿命
化を計画的に行うことで財政負担の軽減を図ったり、公共施設などの最適配置を行う
ことが必要となっています。本市においても、限られた財源の中で、市民の皆さんのニ
ーズに対応したサービスを提供し続けるため、2016（平成28）年度に策定した「近江八
幡市公共施設等総合管理計画（以下、「総合管理計画」）」の基本方針を踏まえて、今回、
施設ごとの具体的な方向性を示した個別施設計画を策定しました。
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　総合管理計画は、中長期的な視点
が不可欠なため、2017(平成29）年度
から2056(令和38)年度までの40年
間を見通したうえで、計画の第１期を
2017(平成29)年度から2026（令和８)
年度までの10年間としています。
　個別施設計画は総合管理計画の実
施計画として位置付けており、計画期
間は総合管理計画に合わせています。
ただし、第1期の計画期間は2019(平
成31)年度から2026(令和８)年度ま
での８年間としています。

 計画期間の考え方

2018
年度
策定

●公共施設等
　総合管理計画
●個別施設計画
　2017～2056

第１期
公共施設等

総合管理計画

第１期
個別施設計画

第１期
2017～2026

前期（2017～2021）

後期５年の
計画見直し

第２期計画
の検討

後期５年の
計画見直し

第２期計画
の検討

後期（2022～2026）

前期（2019～2021） 後期（2022～2026）

第２期
2027～2036

第３期
2037～2046

第４期
2047～2056

※�「近江八幡市個別施設計画」は、市ホームページ（行政情報＞『行政改革』＞『近江八幡市個別施設計

画を策定しました』）からダウンロードしていただくか、市役所および総合支所の情報公開コーナー、

各コミュニティセンターに配置していますので、いずれかでご確認ください。

　個別施設計画での施設の方向性については、市が施設の老朽化の程度や利用状況、建物の更新や大規模改
修、維持管理に係る経費などを踏まえ検討したものです。具体的な実施については、市民の皆さんや施設利
用者などに十分な説明と調整を行いながら進めていきます。

2026(令和８)年度までに延床面積を7％削減
今後40年間で34％削減を目指します。

◦ 定期点検と保全による安心・安全な価値の高い施設の提供
◦ 機能の集中・複合化による充実したサービスの提供
◦ 財政負担の軽減・平準化による持続可能なまちづくりの実現

『個別施設計画』を策定しました

特集（�６～７ページ）の問い合わせ　行政経営改革室　 （３６）５５９９・ （３２）２６９５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 http://www.city.omihachiman.shiga.jp/

『個別施設計画』が目指すもの

『計画の期間』

『計画の数値目標』

『個別施設計画』の実施にあたって
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近江八幡市消費生活センター（人権・市民生活課内）

消費者トラブルで困ったらご相談ください！

い や や
消費者ホットライン　１８８TEL（３６）５５６６・FAX（３６）５５５３または

　　ともに築こう　豊かな消費社会　～誰一人取り残さない　2019～

まち協
って？

まちづくり協働課 （36）５５５２・ （36）５５５３問
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６月号は、馬淵学区まちづくり協議会を紹介します。

案内　消費生活のパネル展示を行います。
　　　ぜひご覧ください。
期日　5 月 20 日 W ～ 31 日 Y まで
場所　市役所ロビー・ひまわり館
内容　消費者被害の事例紹介、昨年度の出前講座の報告、
　　　消費者グループの活動報告など

消費生活センターまで相談ください。
また消費生活出前講座では地域の自治
会、老人会、ふれあいサロンなどに出
向き、市内の相談事例を寸劇などで紹
介し、勧誘の断り方など実践を交えた
内容で行っています。子ども向けには、
お金の使い方などをテーマに楽しく学
んでもらえる内容で行っています。昨
年度は市内で 37 回開催し、参加人数
は 1,000 人を超えています。皆さん
からのお申し込みをお待ちしています。

消費生活出前講座に
ぜひお申し込みください

　市消費生活センターでは、消費生活
相談だけでなく、消費生活講座、出前
講座などを開催し、消費生活の知識の
向上に努めています。
　全国的な傾向として、高齢者や障が
い者の消費者被害が増加しています。
高齢者や知的障がい者は被害にあって
も気づいていない場合も多いうえ、気
づいても相談しない傾向があるので身
近な人の見守りが重要となります。身
近な高齢者が消費者被害にあっている
様子が見受けられたら、迷うことなく

５月は消費者月間です

開催期間　５月 31 日 Y ～６月９日 Q

展示場所　武佐コミュニティセンター、武佐宿本陣跡ほか

第 19 回むしゃりんどう展のお知らせ

【育て方講習会】
６月８日 U 午後 1 時 30 分～３時 ( 午後 1 時受付）
場所　武佐コミュニティセンター多目的ホール
参加費　無料　( 苗希望者は協力金 100 円 )

【りんどうウォーク】
開催日　６月２日 Q　午前 8 時受付　参加無料
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佐
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区
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み
た
い
ま
ち
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く
り

武佐学区まちづくり協議会　 （37）６０１７
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お気軽にご相談ください 5月の各種無料サポートガイド
相談名 日時 場所 問い合わせ・申し込み先

弁護士相談
15日R  （受付  7日E午前８時30分～）
29日R  （受付21日E午前８時30分～）
午後１時～４時、各回先着６人

市役所２階会議室 人権・市民生活課
TEL（３６）５５６６・（３６）５８８１
FAX（３６）５５５３
※相談は年度内に１回、ひとり30分司法書士相談 22日R  (受付  14日E午前８時30分～）

午後１時～４時、先着６人 市役所２階会議室

行政相談 9日T　午後１時30分～４時 総合支所消防司令室
人権・市民生活課
TEL（３６）５８81・FAX（３６）５５５３

人権相談 ９日T 、23日T　午後１時～４時 市役所南別館２階会議室

職業相談

14日E　午前９時30分～ 11時30分 八幡子どもセンター 商工労政課
TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０14日E　午後１時30分～  ３時30分 八幡東子どもセンター

月～金曜 午前８時30分～午後５時 ハローワークプラザ近江八幡 ハローワークプラザ近江八幡
TEL（３３）８６０９

キャリアカウンセリング
（仕事・働き方悩み相談）31日Y　午後５時～８時 アクティ近江八幡 商工労政課

TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０

創業相談 7日E　午前９時～午後８時
*経営指導員による創業・第２創業に関する相談会

安土町商工会
商工労政課
TEL（３６）５５１７・FAX（４６）５３２０
近江八幡商工会議所 TEL（33）４１４１

農業相談 今月はありません　次回６月３日W 総合支所消防司令室 農業委員会TEL（３６）５５２０

男性介護者のつどい 17日Y　午後１時30分～３時
*高齢のご家族を介護されている男性対象

ひまわり館２階　研修室３ 長寿福祉課
TEL（３１）３７３７・FAX（３１）３７３８

教育相談
（市内在住の幼児・小・中
学生とその保護者対象）

月～金曜 午前９時～午後４時30分 教育相談室（マナビィ２階） 教育相談室（マナビィ２階）
TEL（３７）８８７７

火曜 午前９時～午後４時30分 教育相談室
（安土コミュニティセンター３階）

教育相談室（安土コミュニティセンター 3階)
TEL（46）６２５０

保育人材バンク
『出張就職相談』

５月17日Y・６月21日Y

午前10時～正午、午後 １時～４時
滋賀マザーズジョブステーション
（県立男女共同参画センター）

【問】滋賀県保育士・保育所支援センター
TEL０７７(５１６)９０９０

【申】滋賀マザーズジョブステーション
TEL（３６）１８３１

一日年金相談所
５月８日R　午前10時～午後４時

　ひまわり館2階 研修室１
草津年金事務所お客様相談室
TEL０７７（５６７）１３８３６月６日T　午前10時～午後４時

心配ごと相談 月～金曜(祝日を除く)の偶数日
午後１時～４時

ひまわり館
社会福祉協議会
TEL（３２）６１１１・FAX（３６）６９１０

福祉の困りごと相談 月～金曜(祝日を除く)
午前8時30分～午後５時

退職男性のための
地域活動相談 13日W 、27日W　午後１時～３時

ひまわり館
社会福祉協議会
TEL（３１）２６７７・FAX（３６）６９１０ボランティア・

地域福祉活動相談
月～金曜(祝日を除く)
午前8時30分～午後５時

更生保護相談 28日E　午後１時～４時 更生保護サポートセンター
（総合支所３階）

更生保護サポートセンター
TEL（46）３１４１(内線３４５）

税務相談
５月23日T　午前10時～午後４時 近江八幡納税協会

（商工会議所２階）
（公社）近江八幡納税協会
TEL（３３）４１２１・FAX（３６）８４１５６月６日T　 午前10時～午後４時

相続等くらしの問題
行政書士無料相談 24日Y　午後１時30分～３時30分 滋賀中央信用金庫八幡西支店 県行政書士会湖東支部（江南事務所）

TEL（３３）５００５・FAX（３６）７５２３

無料健康相談 9日T・15日R・21日E・27日W
午前９時～ 11時 滋賀八幡病院 滋賀八幡病院

TEL（３３）７１０１・FAX（３２）７７２５

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

「近江八幡市人権啓発カレンダー 2019」に掲載した作品をご紹介します。

毎月１日は人権を考える日

八幡西中学校
　久保　陽暖さん

岡山小学校
　万野　心聖さん

◆絵手紙部門

要予約

『人から人へ広めよう　命の大切さ
いじめのない世界　一人ひとりの大切さ
　　　　　　犯罪のない世界』　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　武佐小学校　川嶋　沙奈さん

◆標語部門



お知らせ伝言板

お
知
ら
せ
伝
言
板

問保
育
施
設
等
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

幼
児
課　

 

（
36
）５
５
７
９
・

(

32)

６
５
１
８

問

　

今
年
度
か
ら
、
市
県
民
税
お
よ
び
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
納
付
書
で
お
支

払
い
た
だ
く
人
に
は
、
納
税
通
知
書
に
納

付
書『
全
期（
一
括
納
付
）
と
期
別（
１
期

～
４
期
）』を
あ
わ
せ
て
送
付
し
ま
す
。
各

期
別
時
に
納
付
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
。

　

全
期
分
納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

場
合
は
、
期
別
分
納
付
書
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
別
分
納
付
書
は
納
期

限
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

市
税
の
納
付
書
の
送
付
方
法
を
変
更
し
ま
す

税
務
課　

 

（
36
）５
５
０
５
・

(

33)

３
６
７
０

問

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
】

　

固
定
資
産
を
共
有
名
義
で
所
有
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
共
有
代
表
者
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。
共
有
代
表
者
以
外
の

共
有
名
義
人
で
課
税
明
細
が
必
要
な
場

合
、
今
年
度
の
み
５
月
中
は
無
料
で
交
付

し
ま
す
。

毎
月
の
税
の
納
付
期
限
は
、
24
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

（
33
）３
１
５
１

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
一
時
閉
鎖
し
ま
す

　

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
救
急
外
来
を
一
時
閉
鎖
し
ま
す
。

こ
の
時
間
帯
は
救
急
車
の
受
け
入
れ
も

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
保
育
の
お
仕
事
し
ま
せ
ん
か
？
」

あ
な
た
ら
し
い
働
き
方
が
み
つ
か
り
ま
す

　

保
育
の
職
場
に
就
労
を
希
望
す
る
学

生
や
求
職
者
を
対
象
に
、
市
内
の
保
育

所（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園
・
小
規
模
保

育
事
業
所
・
家
庭
的
保
育
事
業
所
な
ど

で
働
く
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

各
園（
所
）の
保
育
内
容
・
特
色
や
働
く

保
育
士
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。 ５ 

月 

18 

日 

U　

午
前 
１ 
時 

～ 

午
前 

６ 

時

　

他
病
院
の
救
急

受
入
情
報
は
、
左

記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

滋
賀
県
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
電
話
案
内
サ
ー
ビ
ス

・
（
23
）
３
７
９
９

日
時　

６
月
22
日
U  

午
後
２
時
～
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
）

場
所　

市
文
化
会
館 

小
ホ
ー
ル

対
象　

保
育
士
養
成
校
を
卒
業
予
定
の

学
生
、
す
で
に
保
育
士
資
格
や
看
護
師

資
格
を
持
つ
求
職
者

※
事
前
の
申
込
不
要
・
参
加
無
料
・
履

歴
書
不
要
・
服
装
自
由
・
入
退
場
自
由

市
史
編
纂
室　

（
33
）２
１
１
８
・

（
33
）２
１
１
８

問 『
近
江
八
幡
の
歴
史
』第
８
巻
を
刊
行

　

第
８
巻「
通
史
３ 

明
治
維
新
か
ら
新
市

誕
生
ま
で
」は
、
明
治
期
か
ら
現
在
ま
で
の

近
江
八
幡
市
域
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
、
文
明
開
化
が
進
む

中
、
八
幡
商
人
が
築
い
た
経
済
基
盤
を
も

と
に
、
各
分
野
で
独
自
色
を
出
し
な
が
ら

発
展
し
て
い
く
様
子
や
、
日
清
戦
争
以
降

多
く
の
戦
争
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
人
々
の
姿
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
の
大
合
併
か

ら
新「
近
江
八
幡
市
」
誕
生
に
至
る
ま
で

の
合
併
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

体
裁　

Ａ
４
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー

頒
布
価
格　

３
０
０
０
円

販
売
窓
口　

市
史
編
纂
室
、
文
化
観
光

課
、
資
料
館
、
旧
伴
家
住
宅
、
川
端
書

店
、
本
の
が
ん
こ
堂
ア
ク
ア
店
、SU

N
 

M
U

S
IC

近
江
八
幡
店
、
め
ん
嘉
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問

市
庁
舎
整
備
推
進
室　

（
36
）５
５
７
７
・

(
32)

２
６
９
５

〒
５
２
３-

８
５
０
１　

桜
宮
町
２
３
６
番
地

 0
1

0
4

2
8

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会

委
員
を
公
募
し
ま
す

　

新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け

て
検
討
い
た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
～
３
人
程
度

任
期　

委
嘱
日
～
令
和
２
年
３
月
末

応
募
資
格　

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当

す
る
人

①
新
た
な
時
代
の
近
江
八
幡
市
に
ふ
さ

わ
し
い
市
庁
舎
お
よ
び
官
庁
街
整
備
に

関
心
の
あ
る
人

②
市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人（
未

成
年
の
人
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

③
主
に
平
日
の
昼
間
開
催（
土
日
も
あ

り
）
の
会
議
な
ど
に
出
席
で
き
る
人　

活
動
内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
議

論
し
、
基
本
計
画
策
定
へ
の
協
力
お
よ

び
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
市
民
報
告
会
な

ど
の
運
営
の
協
力
。
計
６
回
程
度 

開
催

予
定
、
第
１
回
は
６
月
下
旬
予
定
。

応
募
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
に
、「
市
庁
舎
及
び
官
庁
街
又

は
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
の

ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
明
記
の
う
え
、

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
結
果
は
選

考
の
う
え
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限　

５
月
17
日
Y
　
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
着)

問

市
庁
舎
整
備
推
進
室　

（
36
）５
５
７
７
・

(

32)

２
６
９
５

新
庁
舎
整
備
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
策

定
の
事
前
調
査
と
し
て
、
10
年
に
お
よ

ぶ
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
再
分
析

し
た
市
民
ニ
ー
ズ
や
建
設
地
・
規
模
・

機
能
な
ど
を
特
定
す
る
た
め
に
課
題

整
理
し
た
「
基
本
計
画
基
礎
調
査（
概

要
）」
と
、
こ
れ
か
ら
本
市
の
行
政
運
営

を
担
っ
て
い
く
若
手
職
員
が
主
体
と
な

り
、
新
庁
舎
で
の
働
き
方
や
職
場
環
境
・

機
能
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
た
中
間
報

告（
概
要
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
市
庁
舎
に
関
す
る
情
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
市
税
な
ど
が

納
付
で
き
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
口
座
振
替

サ
ー
ビ
ス「P

ayB

（
ペ
イ
ビ
ー
）」と「
楽
天

銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス（
ア
プ
リ

で
払
込
票
支
払
）」を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
期
限
内
の
納
付
書

に
あ
る
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
読
み
取
る
だ
け
で
、
事

前
に
登
録
し
て
い
る
預
金
口
座
か
ら
手
数

料
不
要
で
支
払
い
が
で
き
る
決
済
ア
プ
リ

で
す
。
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
へ
出
向
く

必
要
が
な
く
便
利
で
す
。

対
象
税
目
（
特
別
徴
収
は
対
象
外
で
す
）

市
県
民
税
、軽
自
動
車
税
、固
定
資
産

税
金
や
保
険
料
な
ど
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
で
お
支
払
い

収
納
・
債
権
対
策
課　

 

（
36
）５
５
０
４
・

(

33)

３
６
７
０

問

生
涯
学
習
課　

（
36
）５
５
３
３
・
（
36
）５
５
６
５

 0
4

5
0

0
0

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

問 令
和
２
年
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
の
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
一
生
に
一
度
の
思

い
出
に
残
る
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で

創
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
友
人
を
誘
っ

て
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

令
和
２
年
新
成
人（
平
成
11
年
４

月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

で
、夜
間
の
会
議（
年
間
10
回
程
度
、
午
後

７
時
頃
か
ら
開
催
予
定
）に
出
席
で
き
る
人

令
和
２
年
の
成
人
式

　

令
和
２
年

　

  

１ 

月 

12 

日 

Q　
午
後
２
時
～

内
容　

成
人
式（
記
念
式
典
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）の
企
画
・
運
営
な
ど

申
込
締
切　

６
月
28
日
Y

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
載
し
、フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

税
・
都
市
計
画
税
、国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、介
護
保
険

料
、住
宅
使
用
料
、保
育
料
（
詳
細
は
、

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

取
り
扱
い
金
融
機
関

【P
ayB

】　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
滋
賀
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
イ
オ
ン
銀
行　

な
ど

https://payb.jp

【
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ
支
払
サ
ー
ビ
ス
】

楽
天
銀
行

https://w
w

w
.rakuten-bank.co.jp 

※
他
の
金
融
機
関
や
利
用
方
法
は
、
各
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
や
利
用
時
に
か
か
る
通
信
料

は
発
生
し
ま
す
。
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お知らせ伝言板

民生委員・児童委員
主任児童委員

地域の身近な相談相手

　皆さんは、自分の地域の民生委員・児童委員や主任児童

委員を知っていますか？

　「介護が大変で何か使える制度はないか」「子育てのこと

を気軽に相談したいけど、どうしたらいいのか」　そんな時

に、皆さんの相談に応じてもらえるのが、民生委員・児童

委員や主任児童委員です。今回は、民生委員・児童委員の

役割や活動内容についてご紹介します。

民生委員・児童委員とは？
　民生委員・児童委員は、民生委員法に基づき、厚
生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で
す。社会福祉の増進のために、各地域で住民の立場
に立ち、生活や福祉全般に関する相談・援助活動を
行っています。また、民生委員は、児童福祉法によっ
て「児童委員」を兼ねています。
　任期は 3 年で、今年は一斉改選の年にあたります。
給与や報酬は支払われませんが、実費弁償として活
動費（通信費や旅費など）が支給されます。

民児協（民生委員・児童委員協議会）活動とは？
　民生委員・児童委員や主任児童委員は、全員が各
学区に設置された民生委員児童委員協議会（学区民
児協）に所属しています。
　民生委員同士の情報交換や連絡調整を図る例会

（月１回程度）や、資質の向上を図るための研修会な
どを開催したりしています。

民生委員・児童委員には守秘義務があります

　相談内容や個人の秘密を守ることが民生委員法に
定められています。住民一人ひとりの人権とプライ
バシーを守り、個人情報を外部へ漏らすことはあり
ませんので、安心してご相談ください。

５月 12 日は「民生委員 児童委員の日」
５月 12 日～５月 18 日は「活動強化週間」

　民生委員・児童委員の日は、民生委員や児童委員
の存在や活動を、いっそう、一般の人への理解を促
進させるのが目的で制定されました。

　幸せのシンボルである四つ葉の
クロー バ ー の 中に、民 生 委 員 の

「み」の文字と児童委員を示す双葉
を組み合わせ、平和のシンボルの鳩
をかたどって、愛情と奉仕を表す。

民生委員・児童委員のマーク

民生委員・児童委員の活動内容
　民生委員・児童委員は、担当の区域において、高
齢者や障がいのある人の安否確認や見守り、子ども
たちへの声掛けなどを行っています。医療や介護の
悩み、子育ての不安、失業や経済的困窮による生活
上の心配事など、さまざまな相談に応じます。
　また、相談内容に応じて、必要な支援やサービス
が受けられるよう、行政へ
の働きかけ、専門機関の紹
介、必要なサービスの紹介
や連絡など、いわば「地域
における福祉のパイプ役」
を果たしています。

主任児童委員とは？
　主任児童委員は、民生委員・児童委員のうち、妊
産婦や児童に特化して支援活動を行います。子育て
を社会全体で支える「健やかに子どもを産み育てる
環境づくり」を進めるために、平成 6 年 1 月に制度
化されました。
　学区ごとに選任され、身分
や任期などは、民生委員・児
童委員と同じです。民生委員・
児童委員と連携しながら、子
育ての支援や児童健全育成活
動に取り組んでいます。

福祉政策課
（３６）５５８５・ （３２）６５１８

問

【イラスト・マーク出典：政府広報オンライン】
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問 み
ん
な
で
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

企
画
課　

（
36
）５
５
２
７
・

（
32
）２
６
９
５

　

市
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
は
、
行
政
や
企
業
、
特
定
の
人
の
力

だ
け
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
地
域
に
関

わ
る
全
て
の
人
た
ち
が
、
み
ん
な
で
協

力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
と
、

市
内
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
に
包
摂
的
で
質
の
高
い

教
育
を
確
保
し
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容

と
し
て
い
ま
す
。
教
育
は
、
格
差
や
貧

困
の
連
鎖
を
断
ち
切
り
、
人
々
に
健
康

で
持
続
可
能
な
社
会
生
活
を
も
た
ら
す

こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
他
の
ゴ
ー
ル

達
成
に
と
っ
て
も
重
要
な
目
標
で
す
。

Ｓエ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

２
０
１
５
年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、

地
球
環
境
や
経
済
活
動
、
人
々
の
く
ら
し
な
ど
を

持
続
可
能
と
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
す
。
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
り
、

２
０
３
０
年
ま
で
の
達
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

達
成
に
は
全
世
界
の
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

島
小
学
校
で
は
、
校
庭
に
農
園
を
整

備
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
農
作
物
を

栽
培
、
収
穫
し
、
調
理
し
て
食
べ
る
こ

と
こ
ろ
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
で
、

「
エ
デ
ィ
ブ
ル
・
ス
ク
ー
ル
ヤ
ー
ド
（
食

育
菜
園
）」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
目
標
４
）

質
の
高
い
教
育
を
み
ん
な
に

み
ん
な
の
取
り
組
み

　

ま
た
、
地
域
の
人
々
の
協
力
を
得
て
、

地
域
の
田
畑
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
農

業
体
験
や
、
伝
統
食
の
調
理
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　

飽
食
の
時
代
に
お
い
て
、
お
腹
い
っ

ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
当
た
り
前
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
作
物
を
育
て
る
こ

と
が
い
か
に
大
変
な
の
か
を
学
ぶ
こ
と

で
、
自
然
の
恵
み
や
命
の
つ
な
が
り
、

食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
あ
り
が

た
さ
に
気
付
き
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で

い
ま
す
。

昨年、オーガニック農業やスロー
フードの分野で世界的に活躍され
るアリスウォータースさんをお招
きしました。

問 ご
存
知
で
す
か
？  

行
政
相
談
委
員

人
権
・
市
民
生
活
課　

（
36
）５
５
６
６
・

（
36
）５
５
５
３

滋
賀
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー　

０
７
７（
５
２
３
）１
１
０
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
国
の
事

務
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
事
務
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

本
市
の
行
政
相
談
員

（
総
務
大
臣
委
嘱
・
順
不
同
）

安
田 

小
夜
子
さ
ん
、岡
田 
ひ
で
子
さ
ん

冨
岡 

俊
彦
さ
ん 

～
困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
～ 

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
道
、
一
級
河
川
、
年
金
、
健
康
保
険
、

雇
用
保
険
、労
災
保
険
、
戸
籍
、登
記
な

ど
の
手
続
き
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

・
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る

・
苦
情
を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置

な
ど
に
納
得
が
い
か
な
い

・
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い

・
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

　
※
相
談
は
、
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程
は
広
報
９
頁
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

知
っ
て
よ
し
！
活
か
し
て
よ
し
!!
広
め
て
よ
し
!!!
の
三
方
よ
し
講
座

消
費
生
活
講
座
特
別
編
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演
会
』

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
人
権
・
市
民
生
活
課
内
）

（
36
）５
５
６
６
・

（
36
）５
５
５
３

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
12
番
目
の
目
標「
つ
く
る

責
任 

つ
か
う
責
任
」
を
中
心
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
い
う
共
通
目
標
が
必
要
な
理

由
、
背
景
な
ど
を「
全
て
の
子
ど
も
た

ち
に
明
る
い
未
来
を
」
と
い
う
観
点
か

ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

参
加
無
料

日
時　

５
月
29
日
R　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

ひ
ま
わ
り
館　

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
、通
学
、通
勤
の
人 

他

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

講
師　

益
田
文
和
さ
ん
（
㈱
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス　

代
表
取
締
役
）

「
つ
く
る
役
割
と
つ
か
う
役
割　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
大
人
が
出
来
る
こ
と

       - 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

未
来
を
変
え
る
目
標-

」

申

問
・
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お知らせ伝言板

商
工
労
政
課　

（
36
）５
５
１
７
・

（
46
）５
３
２
０

近
江
八
幡
商
工
会
議
所　

（
33
）４
１
４
１
・

（
32
）０
７
６
５

安
土
町
商
工
会　

（
46
）２
３
８
９
・

（
46
）５
６
４
４

問 創
業
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

文
化
観
光
課　

（
36
）５
５
７
３
・ 

（
36
）５
８
８
２

問 写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
を
開
催

左
義
長
ま
つ
り

　

県
内
外
か
ら
６
０
３
点
の
応
募
の
あ
っ

た
第
62
回
左
義
長
ま
つ
り
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
。
入
賞
作
品
約
50
点
の
力
作
を
一
堂
に

展
示
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

入
場
無
料

日
時　

５
月
14
日
E
～
５
月
26
日
Q

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

白
雲
館
２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
　
　

　

創
業
の
悩
み
か
ら
創
業
に
至
る
ま
で
の

道
筋
ま
で
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
の
経

営
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
何
か
ら

始
め
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
漠
然

と
し
た
不
安
が
あ
る
な
ど
と
い
っ
た
人

は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
各
回
テ
ー

マ
を
決
め
て
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
テ
ー

マ
以
外
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　

各
回
午
前
９
時
～
午
後
８
時
（
一

人
１
時
間
程
度
、受
付
時
間
内
で
応
相
談
）

内
容　

創
業
・
第
二
創
業
・
副
業
な
ど
の

個
別
相
談

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
に
て
事
前

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

あなたのご意見をお寄せください

　都市計画法第 16 条第２項、近江八幡市地区計画
等の案の作成手続に関する条例第２条の規定に基づ
き、地区計画の変更に伴う素案を縦覧します。
　この案については市長へ意見書を提出することが
できます。　

縦覧案件　近江八幡八日市都市計画「地区計画」の
　変更【東町豆田地区計画ほか】
縦覧期間　５月７日 E ～５月 20 日 W

　　　　　（土・日曜日を除く執務時間内）
縦覧場所　都市計画課（総合支所）
意見の提出期間　５月７日 E ～５月 20 日 W

意見書の提出方法　
　所定の様式に意見内容と住所、氏名などを記載し
提出してください。

問 都市計画課（総合支所）
　　 （３６）５５１０・ （３２）５０３２
　　 011210@city.omihachiman.lg.jp  （公財）近江八幡市国際協会　 （２６）７０９２

近江八幡八日市都市計画『地区計画』の
変更素案の縦覧

開催日 テーマ 場　所

5月 7日E 女性応援相談会 安土町商工会

6月 3日W 創業のいろはを学ぶ 近江八幡商工会議所

7月 1日W 女性応援相談会 安土町商工会

8月 5日W 店舗兼住宅で創業しよう 近江八幡商工会議所

9月 2日W 女性応援相談会 安土町商工会

10月 7 日W 飲食店を創業しよう 近江八幡商工会議所

※安土町商工会・近江八幡商工会議所では、随時創 
業に関する相談もお受けしています。相談会日程以
外で相談を希望される人はご連絡ください。
   11 月以降の日程は後日お知らせします。

最高賞（推薦）
『境内は最高潮』
小西昭彦さん ( 大津市 )

　市内には、現在約 40 カ国、約 1400
人の外国人が住んでいます。言語は、
ポルトガル語、中国語、インドネシア
語、ベトナム語などさまざまです。

　多言語に翻訳できない時、通訳がいない時に必要
な情報を伝えるにはどうしたらよいでしょう。
　実は、外国語を話せなくても「簡単で分かりやすい
日本語」を使えば、理解できる外国人は多くいます。
　日本で暮らす外国人の皆さんが、日本語で情報を得
ることはとても効率的です。外国人だけでなく、子
どもや高齢者など全ての人に、『やさしい日本語』を
コミュニケーションの中で意識してみませんか。

運
うんどうかい

動会の

お知
し

らせ

土足厳禁

靴を脱いで
ください

⇒

みせて
かいて

写真やイラストは
理解するヒント
になります

難しい熟語より
日常会話の言葉
で話してください

漢字でも
ふりがながあれば

助かります

問

やさしい
日本語

に ごほん
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保
険
年
金
課　

（
36
）５
７
５
１
・

（
33
）１
７
１
７

保
険
年
金
課　

（
36
）５
７
５
１
・

（
33
）１
７
１
７

保
険
年
金
課　

（
36
）５
５
０
１
・

（
33
）１
７
１
７

安
土
未
来
づ
く
り
課　

（
46
）７
２
０
６
・

（
46
）６
１
４
６

問

問問

保
険
料
の
軽
減
内
容
を
見
直
し
ま
す

旧
被
扶
養
者
の
減
免
期
間
を
見
直
し
ま
す

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療

国
民
健
康
保
険
料

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
次
の
通
り
保
険
料

（
均
等
割
額
）
の
軽
減
内
容
が
見
直
さ
れ

ま
す
。

○
低
所
得
者
に
対
す
る
均
等
割
軽
減

　

下
表
の
と
お
り
軽
減
割
合
が
段
階
的
に

見
直
し
さ
れ
ま
す
。

○
元
被
扶
養
者
に
対
す
る
均
等
割
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
会
社
な
ど
の
健
康
保
険（
被
用
者

保
険
）に
加
入
し
て
い
た
人　

５
割
軽
減

※
た
だ
し
、
４
月
以
降
は
制
度
加
入
後
２

年
以
内
の
措
置
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
割
額
は
引
き
続
き
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

低
所
得
者
は
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

○
均
等
割
の
軽
減
範
囲
が
一
部
拡
大

　

被
保
険
者
と
そ
の
世
帯
の
世
帯
主
の
総

所
得
金
額
な
ど
が
、
次
の
計
算
式
を
超
え

な
い
人

・
５
割
軽
減

「
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）」
＋「
28
万
円
×

世
帯
の
被
保
険
者
数
」
を
超
え
な
い
人

・
２
割
軽
減

「
基
礎
控
除
額（
33
万
円
）」
＋「
51
万
円
×

世
帯
の
被
保
険
者
数
」を
超
え
な
い
人

　

75
歳
に
達
す
る
人
が
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
に
扶
養
さ
れ
て
い

た
65
歳
以
上
の
人
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入（
以
下「
旧
被
扶
養
者
」と
い
う
）す
る
場

合
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
状
況
を
考
慮
し
、
申
請
に
よ
り

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
以
降
の
後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
軽
減
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
の
減
免
措
置
つ
い
て
も
見
直

し
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
制
度

の
持
続
性
を
高
め
、
世
代
間
・
世
代
内
の

負
担
の
公
平
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
、
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月（
年

４
回
）に「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」を
送
付

し
ま
す
。
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
国
民
健
康

保
険
加
入
の
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
た
医
療

機
関
や
医
療
費
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
健

康
や
医
療
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

対象者の所得要件
（世帯主および世
帯の被保険者全員
の軽減判定所得の
合計額 )

均等割の軽減割合

本来の
割合

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

33 万円以下

7 割

8.5 割 8.5 割 7.75 割 7 割

うち、公的年金収
入 80 万 円 以 下

（その他の所得が
ない）の場合 

9 割 8 割 7 割

減免の
内容

減免期間

３月31日まで ４月１日から

所得割額 免除 当分の間 当分の間

均等割額 半額

当分の間

資格取得日
の属する月
以後２年を
経過する月
までの間

平等割額
半額

※旧被扶養者
のみの世帯

※平成 29 年４月以前に国民健康保険に加入され、
旧被扶養者に係る減免（均等割・平等割）を受けてい
る人は、４月１日以降減免が適用されなくなります。

◆低所得者に対する均等割軽減

保険料の額は７月に郵便で
お知らせします

　

な
お
、
本
通
知
は
確
定
申
告
で
医
療
費

控
除
を
す
る
際
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
領
収
書
に
の
み
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項
も
あ
り
ま
す
の
で
、
領
収
書
も

処
分
せ
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ伝言板

市役所の各課と 主な業務内容

本　
　
　
　
　

庁　
　
　
　
　

舎

４
階

◆議会事務局 / (36)5528・ (36)7101
　議会運営に関すること

 

３   

階

◆企画課 / (36)5527・ (32)2695
　地方創生、総合計画、離島振興、SDGs、総合教育会議、
　統計などに関すること

◆行政経営改革室 / (36)5599・ (32)2695
　行財政改革、事業評価、指定管理者の選定に関すること

◆市庁舎整備推進室 / (36)5577・ (32)2695
　市庁舎敷地、市庁舎等の整備に関すること

◆秘書広報課 / (32)2695
　秘書 / (36)5523
　 秘書および渉外、名誉市民、表彰などに関すること
　広聴広報 / (36)5526
　 広報活動、広聴に関すること

◆総務課 / (32)3237
　人事・人材育成 / (36)5554
　 職員の人事・給与、研修・能力開発に関すること　
　文書法規 / (36)5558
　 条例・法規、訴訟・和解、情報公開・個人情報保護に関すること

◆財政課 / (36)5750・ (32)3237
　予算編成、財政計画、決算分析、地方交付税、市債に関する
　こと

◆管財契約課 / (36)5525・ (32)3237
　市有財産の管理・処分、物品の契約事務、建設工事など
　の入札・契約・検査、庁舎の維持管理などに関すること

◆情報政策課 / (33)3111
　情報化推進、電子計算機の運営管理に関すること

２　

階

◆まちづくり協働課 / (36)5552・ (36)5553
　コミュニティセンター、自治会など自治組織、国際交流、
　多文化共生推進などに関すること

◆文化観光課 / (36)5882
　文化振興・文化財保護 / (36)5529
　 文化芸術の振興、文化財、史跡、伝統的建造物群保
   存地区などに関すること
　観光政策 / (36)5573　観光事業の振興に関すること

◆人権・市民生活課 / (36)5553
　男女共同参画・人権・法律行政相談/ (36)5881
　 男女共同参画施策・人権施策の推進に関すること
　消費生活センター / (36)5566
　 消費生活の相談に関すること

◆交通政策課 / (36)5515・ (36)5553
　公共交通、市民バス、交通安全対策、自転車対策に関すること

◆環境課 / (36)5509・ (36)5882
　振動・騒音・悪臭などの対策、環境美化の推進、廃棄物の
　減量化・資源化の推進、火葬場、共同浴場などに関すること

◆選挙管理委員会事務局 / (36)5543・ (32)8705
　選挙の執行、選挙啓発などに関すること

◆監査委員事務局 / (36)5519
　市および財政援助団体の監査に関すること

◆福祉政策課 / (36)5585・ (32)6518
　地域福祉計画、避難行動要支援者支援、民生委員・児童
　委員の活動支援、戦没者遺族などに関すること

◆援護課 / (32)6518
　生活保護 / (36)5508　生活保護に関すること
　福祉暮らし仕事相談室 / (36)5583
 　福祉の総合相談、生活困窮者の相談に関すること

◆幼児課 / (36)5507・ (32)6518
　保育所・幼稚園・認定こども園の管理運営、入・退所 ( 園 )、
　保育料の決定・徴収などに関すること

◆子ども施設整備推進室 / (36)5578・ (32)6518
　就学前施設・学童クラブなどの整備、工事・修繕に関する
　こと

◆子ども支援課 / (32)6518
　子育て支援 / (36)5524
　 子ども・子育て支援事業計画などに関すること
　子ども福祉 / (36)5562
　 児童手当、子育て支援、放課後児童クラブなどに関すること
　子ども家庭相談室 / (31)4001
 　児童虐待、子育て・女性・ひとり親家庭の相談に関する
 　こと

１　

階

◆税務課 / (33)3670
　市民税 / (36)5505
　 個人市県民税、法人市民税、軽自動車税、たばこ税、
　 入湯税に関すること
　固定資産税/ (36)5506
　 固定資産税、都市計画税に関すること

◆収納・債権対策課 / (36)5504・ (33)3670
　納税の啓発宣伝、納税相談、納税証明、滞納債権の整理
   回収に関すること

◆市民課 / (36)5500・ (33)1717
　戸籍・住民基本台帳の届出などの受付、戸籍・住民票など
　各種証明の発行、火葬の許可、個人番号カードなどに
　関すること

◆保険年金課 / (33)1717
　保険・年金 / (36)5501
　国民健康保険、福祉医療、後期高齢者医療、国民年金に関
　すること
　保険料 / (36)5751
　国民健康保険料、後期高齢者医療保険料に関すること

◆会計課 / (36)5503・ (33)3011
　市税などの公金の収納と市の支払いなどに関すること
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市役所の各課と 主な業務内容

南　

別　

館

３
階

◆教育総務課 / (32)3352
　庶務 / (36)5539
　 教育委員会、小中学校の予算管理などに関すること
　教育施設管理 / (36)5563
　 義務教育施設の整備・維持管理などに関すること　

◆学校教育課 / (36)5531・ (32)3352
　児童・生徒の転出入、通学区域、就学援助に関すること
　学校教育・教職員に関すること
◆教育研究所 / (33)5574・ (32)3352
　教育関係職員の研修・研究、適応指導教室などに関すること

２
階

◆生涯学習課 / (36)5533・ (36)5565
　生涯学習の推進、青少年の育成、中央公民館事業に関すること

１
階

◆上下水道課 / (33)1933
　お客様センター / (36)5548
　 水道の開始・休止・名義変更の受付、水道料金に関すること
　経営 / (36)5534　水道事業の経営企画に関すること
　業務 / (36)5536　水道料金に関すること

　上水道 / (36)5535
　 給水装置工事に関すること
　 水道施設の工事・維持管理に関すること　
　下水道 / (36)5537
　 宅内排水設備工事に関すること
　 下水道施設の工事・維持・管理に関すること

ひ
ま
わ
り
館

２
階

◆障がい福祉課 / (31)3711・ (31)3738
　身体・知的・精神・発達・高次脳機能の各障がい児者、
    難病患者の福祉サービス、相談支援に関すること
   障がい者の虐待防止や成年後見の権利擁護などに関する
    ること

◆長寿福祉課 / (31)3737・ (31)3738
　地域包括支援センターの運営、認知症施策の推進、高齢者
　介護予防、高齢者の権利擁護に係る業務などに関すること

◆発達支援課 / (31)3734・ (31)3738
　相談 /0 ～ 18 歳まで発達の不安や心配についての相談
　に関すること

１
階

◆介護保険課 / (33)3511・ (31)2037
　介護保険資格、介護保険料、介護保険事業計画、介護人材
　対策などに関すること、介護申請、認定審査、保険給付、
　介護サービス相談業務などに関すること

◆発達支援課 / (33)8131・ (31)3480
　事業 / 日常生活訓練と集団生活に適応できるための指導に
　関すること ( 児童発達支援事業、保育所等訪問支援事業 )

安
土
町
総
合
支
所

２
階

◆住宅課 / (36)5511・ (33)1356
　公営住宅の建設計画・維持管理・入居者の選定、改良
　住宅の譲渡などに関すること

◆農業振興課 / (36)5514・ (46)5320
　農林水産業の振興、6 次産業の推進に関すること

◆農村整備課 / (36)5545・ (46)5320
　農村振興、土地改良区事業などに関すること

◆商工労政課 / (36)5517・ (46)5320
　商工業の振興、雇用の促進・職業安定対策、空き家の利活用
　などに関すること
◆安土未来づくり課 / (46)3141・ (46)5320
　地域振興 / 所管区域内の公聴、安土町地域自治区事務所
　の事務などに関すること
◆農業委員会事務局 / (36)5520・ (46)5320
　農地法などに関する許可、農業者年金などに関すること

１
階

◆土木課 / (36)5556・ (32)5032
　道路の整備、河川・災害復旧、河川改修事業などの推進、国道・
　県道・一級河川の所管機関との連絡調整などに関すること

◆都市計画課 / (36)5510・ (32)5032
　開発指導、都市計画、都市緑地保全、風景条例、近隣景観
　形成に関すること

◆管理調整課 / (36)5518・ (32)5032
　道路・河川の管理、官民境界、地籍調査、道路法・河川
　法・法定外公共物に関すること

◆公園課 / (36)5567・ (32)5032
　公園の整備・管理などに関すること

◆建築課 / (36)5544・ (36)5595
　建築指導、建築物の耐震化の促進、空き家対策、市有建築
　物の整備および営繕業務に関すること
◆安土未来づくり課 / (46)7206・ (46)6146
　住民福祉 / 戸籍・住民基本台帳関係の受付・証明、各種税の
　収納、国民健康保険、後期高齢医療、福祉医療費、国民年金、
　高齢者福祉、障がい者福祉、児童福祉、介護保険などに関すること

そ
の
他

◆ふるさと納税推進室 / (36)5587・ (32)3919
◆危機管理課 / (33)4192・ (33)4193
　（防災センター）
　消防団に関すること、防災に関すること
◆健康推進課
　市民保健センター / (33)4252・ (34)6612
　 食育の推進、健康増進、健康診査、母子の健康などに
　 関すること
　0 次予防センター / (37)7411・ (37)7477

◆生涯スポーツ課 / (33)6303・ (33)3124
   （運動公園体育館）
　生涯スポーツの推進、社会体育施設の管理に関すること

◆学校給食センター / (37)5110・ (37)5112
◆近江八幡図書館 / (32)4090・ (32)4099

◆安土図書館 / (46)6479・ (46)6591

◆文化会館 / (33)8111・ (33)8112
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お知らせ伝言板

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
で

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

問　

健
康
推
進
課

　
　

   

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

問　

健
康
推
進
課

　
　

   

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

法
律
が
変
わ
り
ま
す

　
「
健
康
増
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
昨
年
７
月
に
成
立
し
、
健
康
へ
の

影
響
が
大
き
い
子
ど
も
や
患
者
に
配
慮
し

た「
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」
を
な
く
す
取

り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
に
学
校
・
病
院
・
児
童
福
祉

施
設
な
ど
の
行
政
機
関
が
原
則
、
敷
地
内

禁
煙
に
、
来
年
４
月
か
ら
、
飲
食
店
を
含

む
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
原
則
、
屋
内
禁
煙

に
な
り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
受
動

喫
煙
に
合
う
機
会
が
減
少
し
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

胎
児
や
乳
幼
児
を
含
む
子
ど
も
た
ち
は
、自

分
で
た
ば
こ
の
煙
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。受
動
喫
煙
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、中
耳
炎
・
肺
炎
・

気
管
支
炎
な
ど
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、妊
婦
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
、胎
児
の

成
長
が
悪
く
な
り
、低
体
重
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ニ
コ
チ
ン
は
血
液

に
入
り
込
む
た
め
、そ
の
母
乳
を
飲
む
赤
ち
ゃ

ん
は
、吐
き
や
す
く
な
っ
た
り
、下
痢
を
し
や

す
く
な
っ
た
り
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
、子
ど
も
や
妊
婦
に
た
ば
こ

の
影
響
を
与
え
な
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
起
こ
る
肝
臓
の
病
気
で

す
。
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
を
放
置
し
て
お
く

と
、
肝
臓
の
細
胞
が
壊
れ
て
働
き
が
悪
く

な
り
、
治
療
せ
ず
に
い
る
と
肝
硬
変
や
肝

臓
が
ん
な
ど
に
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
肝
臓
は「
沈
黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
、

病
気
に
な
っ
て
も
な
か
な
か
症
状
が
現
れ

ま
せ
ん
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
と
は
？

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
、
一
生
に
一
度

受
け
ら
れ
る
血
液
検
査
で
す
。
今
年
度
か

ら「
市
内
指
定
医
療
機
関
」
で
実
施
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
人
は「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を

使
っ
て
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

※
市
内
指
定
医
療
機
関
の
情
報
は
、
広
報

４
月
号
と
同
時
配
付
の「
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
は
？

　

令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
で
、
41
歳
、

46
歳
、
51
歳
、
56
歳
、
61
歳
の
市
民
で
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

人
で
す
。
対
象
の
人
に
は
、
５
月
末
頃
に

ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
で
精
密
検
査
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
指
定
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
た
初
回
精
密
検
査
費
用
に
つ
い
て

県
か
ら
費
用
補
助
が
あ
り
ま
す
。
補
助
を

受
け
る
た
め
に
は「
陽
性
者
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
事
業
」
に
同
意
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
推
進
課　

(

33)

４
２
５
２

東
近
江
保
健
所　

(

22)

１
３
０
０

た
ば
こ
を
や
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

禁
煙
の
方
法
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は「
喫
煙
と
結
び

つ
い
て
い
る
生
活
パ
タ
ー
ン
を
変
え
る
」、

「
喫
煙
の
き
っ
か
け
と
な
る
環
境
を
改
善

す
る
」「
吸
い
た
く
な
っ
た
時
に
代
わ
り

の
行
動
を
と
る
」
な
ど
自
力
で
禁
煙
を
検

討
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ
の
他
、
禁

煙
外
来
の
受
診
や
、
禁
煙
補
助
剤
を
使
う

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ

た
禁
煙
方
法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

禁
煙
外
来
を
利
用
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

禁
煙
外
来
で
は
、
ニ
コ
チ
ン
を
含
ま
な

い
飲
み
薬
な
ど
を
使
う
こ
と
で
、
た
ば
こ

を
吸
い
た
く
な
る
気
持
ち
を
抑
え
、
我
慢

せ
ず
に
禁
煙
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
保
険
診

療
に
よ
る
禁
煙
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
内
に
も
禁
煙
外
来
の
あ
る
医

療
機
関
や
、
相
談
で
き
る
薬
局
が
あ
り
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど

も
や
周
囲
の
人
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
診
の
流
れ

市
内
指
定
医
療
機
関
へ
予
約
す
る

※
指
定
医
療
機
関
は
４
月
に
全
戸
配
布
し
た

「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診（
血
液
検
査
）

持
ち
物　

①
本
人
確
認
で
き
る
身
分
証
明
証

（
健
康
保
険
証
、運
転
免
許
証
）

②「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」

受
診
し
た
医
療
機
関
で
結
果
の
説
明
を

受
け
る
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介
護
予
防
・
認
知
症
予
防
に

「
コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
＆
カ
フ
ェ
」参
加
者
募
集

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
、Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
ご
注
意
を

が
ん
患
者
サ
ロ
ン「
よ
し
ぶ
え
」の
開
催
案
内

問　

環
境
課

　
　

   

（
36
）５
５
０
９
・
（
36
）５
８
８
２

問　

健
康
推
進
課

　
　

   

（
33
）４
２
５
２
・
（
34
）６
６
１
２

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

患
者
総
合
支
援
課

 

（
33
）３
１
５
１(

代
表)

　

コ
グ
ニ
ウ
ォ
ー
ク
と
は
認
知
機
能（
コ

グ
二
シ
ョ
ン
）と
歩
行（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
頭
を
使
い
な

が
ら
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
こ
と
で
す
。

　

脳
と
か
ら
だ
に
刺
激
の
あ
る
活
動
を
生

活
に
取
り
入
れ
て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
コ
グ
ニ
ウ

ォ
ー
ク
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
28
日
Y　

午
前
10
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

場
所　
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ザ
虹（
長
田
町
） 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
？

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
れ
た
日
で
日

差
し
が
強
く
、
風
の
弱
い
日
に
発
生
し
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る

窒
素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
紫
外
線
に

よ
っ
て
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
、
オ
ゾ
ン

や
そ
の
他
の
オ
キ
シ
ダ
ン
ト（
酸
化
性
物

質
）
を
発
生
さ
せ
、
健
康
に
も
悪
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
２・５
と
は
？

　

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
２
・
５
㎛（
マ

イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）
以
下
の
小
さ
な
粒
子

の
こ
と
で
す
。
Ｐ
Ｍ
２
・
５
は
非
常
に
小

さ
い
た
め
、
肺
の
奥
深
く
ま
で
入
り
や
す

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
は
、
が
ん
患
者
と
そ

の
家
族
の
交
流
の
場
で
す
。
が
ん
と
向
き

合
う
人
同
士
だ
か
ら
わ
か
り
合
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
診
断
さ
れ
た
日
の
こ
と
、

治
療
の
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
過
ご
し
て
心

を
軽
く
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
無
料
・
申
込
不
要

日
時　

５
月
27
日
W
、
６
月
24
日
W
、
７

月
22
日
W
、８
月
26
日
W
、９
月
30
日
W
、

10
月
28
日
W
、
11
月
25
日
W
、
12
月
23
日

W
、１
月
27
日
W
、２
月
27
日
T
、３
月
23

日
W　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
一
階
外
来
４

ブ
ロ
ッ
ク
横
の
部
屋

対
象　
市
内
在
住
で
医
師
か
ら
運
動
制
限

の
指
示
を
受
け
て
い
な
い
人

内
容　

約
２
㎞（
30
分
程
度
）
の
コ
ー
ス

を
し
り
と
り
や
計
算
な
ど
頭
を
使
い
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
後
は
、
市
内
の
珈
琲
屋
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、地
元
食
材
を
使
っ
た
蒸
し
パ
ン
と
、

焙
き
た
て
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
15
人

持
ち
物　
運
動
で
き
る
服
装
、靴
、飲
み
物

問

く
、
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。ま
た
、「
し
ら
せ
る
滋
賀
情
報

サ
ー
ビ
ス
」
の
サ
イ
ト
で
登
録
す
る
と
、

県
内
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
や
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
注
意
喚
起
の
情
報
な
ど
が
メ
ー

ル
配
信
さ
れ
ま
す
。

し
ら
せ
る
滋
賀
情
報
サ
ー
ビ
ス

http://w
w

w
.pref.shiga-info.jp/

問　

県
東
近
江
健
康
福
祉
事
務
所

（
東
近
江
保
健
所
）　

(

22)

１
３
０
９

県
東
近
江
環
境
事
務
所

(

22)
７
７
５
８

日時 業者
５月７日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

６月 19 日 R

午前 10 時～正午 東神実業

７月２日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

８月 21 日 R

午前 10 時～正午 東神実業

９月３日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

10 月 16 日 R

午前 10 時～正午 東神実業

11 月５日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

12 月 18 日 R

午前 10 時～正午 東神実業

１月７日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

２月 19 日 R

午前 10 時～正午 東神実業

３月３日 E

午後１時 30 分～３時 30 分 キンキ補聴器

補聴器相談会のご案内

場　ひまわり館
※各業者での購入者が対象です。

障がい福祉課　 (31) ３７１１
　　　　　　　 (31) ３７３８

問

広報おうみはちまん　2019.5.1
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お知らせ伝言板

子
ど
も
支
援
課　

（
36
）
５
５
６
２
・ 

（
32
）
６
５
１
８

　
　
　
　
　
　
　

0
1

0
4

2
7

@
city.om

ihachim
an.lg.jp

申
問
・

幼
児
課　

（
36
）
５
５
０
７
・ 

（
32
）
６
５
１
８

問

　

初
め
て
子
育
て
す
る
マ
マ
と
、
誕
生
月
の

近
い
赤
ち
ゃ
ん
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

話
を
す
る
中
で
、気
の
合
う
仲
間
を
見
つ
け
、

親
子
の
き
ず
な
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

少
し
先
を
見
通
し
た
子
育
て
の
基
礎
知

識
を
学
び
な
が
ら
、
０
歳
時
期
に
最
も
大

切
な
ポ
イ
ン
ト
「
親
子
の
き
ず
な
（
愛
着

形
成
）」
を
深
め
ま
す
。　
　

参
加
無
料

対
象　
生
後
２
カ
月
～
４
カ
月
の
第
１
子

を
育
て
て
い
る
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん

内
容　
全
４
回
の
連
続
プ
ロ
グ
ラ
ム　
　

令
和
２
年
度
一
斉
募
集
時
期
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
一
斉
募
集
（
４
月
入
所
の

一
斉
申
し
込
み
）
は
、
９
月
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
８
月
号
、
９
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
育
所
な
ど
在
園
児
の
転
園
に
つ
い
て

　

６
月
以
降
、
保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど

も
園
（
長
時
部
）、
地
域
型
保
育
事
業
（
小

規
模
保
育
・
家
庭
的
保
育
）
の
在
園
児
の

転
園
の
取
り
扱
い
を
見
直
し
ま
す
。

①
兄
弟
姉
妹
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
園
に
通
園

し
て
い
る
場
合
は
、
希
望
に
よ
り
随
時
選

考
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
複
数
の
入
園
希
望
者
が

い
る
場
合
は
、
指
数
順
で
選
考
す
る
た
め
、

転
園
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
（
６
月

入
所
希
望
か
ら
受
付
）。

②
右
記
以
外
で
、
転
園
を
希
望
す
る
場
合

は
、
一
斉
募
集
期
間
内
に
転
園
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
転
園
を

希
望
す
る
に
は
次
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

転
園
を
希
望
で
き
る
条
件

１　
就
労
先
が
変
更
し
た
こ
と
で
通
勤
手

段
、
通
勤
経
路
が
変
わ
る
場
合

２　
市
内
で
転
居
す
る
場
合
（
通
園
時
間
、

距
離
で
新
た
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
）

３　
兄
姉
が
小
学
校
入
学
し
、
学
童
保
育

を
利
用
す
る
場
合

４　
自
宅
か
ら
園
ま
で
の
距
離
が
10
キ
ロ

以
上
か
つ
通
園
に
30
分
以
上
か
か
る
場
合

※
１
～
４
の
条
件
以
外
で
転
園
を
希
望
す

る
場
合
は
、
一
旦
、
退
園
し
た
後
に
入
園

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

※
１
～
４
の
条
件
で
転
園
を
希
望
し
た
結

果
、
入
所
で
き
な
い
場
合
は
在
園
施
設
で

継
続
と
な
り
ま
す
。

※
②
の
詳
細
は
、
令
和
２
年
度
一
斉
募
集

の
募
集
案
内
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

５月コース
１～３月生まれ

６月コース
２～４月生まれ

７月コース
３～５月生まれ

ほんわかの家・八幡
（八幡町）

安土子育て支援センター
（安土町小中）

八幡子どもセンター
（八幡町）

① ５月８日 R ６月４日 E ７月４日 T

② ５月 15 日 R ６月 11 日 E ７月 11 日 T

③ ５月 22 日 R ６月 18 日 E ７月 18 日 T

④ ５月 29 日 R ６月 25 日 E ７月 25 日 T

８月コース
４～６月生まれ

９月コース
５～７月生まれ

10 月コース
６～８月生まれ

11 月コース
７～９月生まれ

子育て支援センター
クレヨン

（中村町）

八幡西子どもセンター
（大森町）

八幡東子どもセンター
（末広町）

ほんわかの家・金田
（金剛寺町）

① ８月１日 T ９月５日 T 10 月３日 T 11 月６日 R

② ８月８日 T ９月 12 日 T 10 月 10 日 T 11 月 13 日 R

③ ８月 22 日 T ９月 19 日 T 10 月 17 日 T 11 月 20 日 R

④ ８月 29 日 T ９月 26 日 T 10 月 24 日 T 11 月 27 日 R

12 月コース
８～ 10 月生まれ

１月コース
９～ 11 月生まれ

２月コース
10 ～ 12 月生まれ

３月コース
11 ～１月生まれ

安土子育て支援センター
（安土町小中）

子育て支援センター
クレヨン

（中村町）

八幡子どもセンター
（八幡町）

八幡西子どもセンター
（大森町）

① 12 月３日 E １月９日 T ２月６日 T ３月３日 E

② 12 月 10 日 E １月 16 日 T ２月 13 日 T ３月 10 日 E

③ 12 月 17 日 E １月 23 日 T ２月 20 日 T ３月 17 日 E

④ 12 月 24 日 E １月 30 日 T ２月 27 日 T ３月 24 日 E

新
米
マ
マ
集
ま
れ
！

親
子
の
絆き

ず
な

づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
は
じ
ま
り
ま
す

保
育
所(

園)

、認
定
こ
ど
も
園
な
ど

一
斉
募
集
と
在
園
児
の
転
園
に
関
す
る
お
知
ら
せ

①
「
新
し
い
出
会
い
」

②
「
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
生
活
」

③
「
赤
ち
ゃ
ん
と
の
接
し
方
」

④
「
親
に
な
る
こ
と
」

申
込
方
法　

希
望
コ
ー
ス
、
マ
マ
と
赤

ち
ゃ
ん
の
名
前
、赤
ち
ゃ
ん
の
生
年
月
日
、

住
所
、
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

受
け
付
け
ま
す
。

申
込
締
切　
各
コ
ー
ス
１
日
目
の
１
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

子育てで不安な気持ちを誰かに話したい時、
研修を受けたボランティアが、無料でお家
に来てくれる「ホームスタート」もあります。
←詳しくはこちら

時間はいずれのコースも午前 10 時～正午です。

親子の絆づくりプログラム(愛称：ＢＰ)　年間日程表
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　開館時間やイベント詳細は市ホームペー

ジから確認できます。

ホームページＵＲＬ
http://www.city.omihachiman.shiga.jp/link/kosodate.html

子育て応援ひろば
５月のイベント情報

八  八幡子どもセンター（火～土曜日）� � � � � � （32）6330

東  八幡東子どもセンター（火～土曜日）��� � � � （37）2862

西  八幡西子どもセンター�（火～土曜日）��� � � （33）0703
ク 子育て支援センター「クレヨン」（子育て広場・親子交流広場の開催日）

� （36）7270

安 安土子育て支援センター（月～金曜日）�� � � � � � （46）6400

ほ・八 ほんわかの家・八幡（月～金曜日）��������� （32）3077

ほ・金 ほんわかの家・金田（月・火・金曜日）������� （32）3077

あ  あいあいの家（火・水・金曜日）                    （31）2677

施設を表すアイコン ・ 開館日（祝日は除く）

対象年齢の記載がないものは乳幼児が対象です。イベント名が★赤字は予約が必要ですので、施設に直接申し込みください。

日 月 火 水 木 金 土

28 29 30 1㊗ 2㊡ 3㊗ 4㊗

5㊗ 6㊡ 7 8 9 10 11
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

あお話広場
　午前10時30分～

東子育て相談と身体測定
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安子育て相談室
　午前９時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ 
　午前9時30分～

八★カンガルー広場
　午前10時30分～

安おでかけひろば
　午前10時～（老蘇コミセン）

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

ほ・金Free talk
　午前10時30分～

東体育館開放
　午前10時～

西★おやつをつくろう
　午後２時～（小学生）

12 13 14 15 16 17 18
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ほ・八★お誕生会
　午前11時～

ほ・金★お誕生会
　午前11時～

東★親子ヨガ
　午前10時～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安おでかけひろば
　午前10時～（安土城考古博物
館芝生広場）

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ク★子育て相談日
　午前9時～午後4時

安ねんねサロン
　午前９時30分～（1歳まで）

あ★ティータイム＆お誕生会
　午前10時30分～

八★おひさま広場
（リトミック）
　午前10時～（1歳6カ月～2歳児）

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ 
　午前9時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

西★新聞紙で遊ぼう
　午前10時30分～（1～3歳）

19 20 21 22 23 24 25
ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

ク親子交流広場
　午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金双子ちゃんデイ
　午前10時～

東★寝ぞうアート 春
　午前10時～(0歳)

西消防士から応急手当
を学ぼう　午前10時30分～

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安おでかけひろば
　午前10時～（安土幼稚園）

ほ・八井戸端会議
　  午前10時30分～

八★離乳食講座
（もぐもぐ）
　午前９時30分～（8～10カ月児）

西子育て相談・身体計測
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ 
　午前9時30分～

ほ・金赤ちゃんデイ
　午前9時30分～

あ★ママ教室・フラ
ワーアレンジメント
　午前10時～

八★わくわく教室
（UVレジン）
　午前10時～（小学生）

東★ニュースポーツ
　午前10時～（小学生）

26 27 28 29 30 31 1
ク子育て広場
　午前９時～

安絵本のひろば
　午前10時～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

八にこにこデー（身体計測）
　午前10時～（0歳）

ク親子交流広場
　午後１時30分～

ほ・八初めてさんいらっしゃい
　午前９時30分～

ほ・金身長体重測定日
　午前9時30分～

八★離乳食講座
（ごっくん）
　午前９時30分～（5～7カ月児）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

西★ベビーマッサージ
　午前10時～（1歳まで）

ク子育て・親子交流広場
　午前９時～、午後１時30分～

安あそびのひろば
　午前９時～、午後１時30分～

 ほ・八赤ちゃんデイ 
　午前9時30分～

広報おうみはちまん　2019.5.1
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お知らせ伝言板

お知らせ伝言板

日�日時�場�場所

対�対象�内�内容

定�定員�￥�費用

出�出演�持�持物

講�講演・講師

申�申込方法

締�申込締切/期間

広告広告

みやび建設株式会社
滋賀県近江八幡市鷹飼町北４丁目１番地 16

　TEL０１２０－５６６－３８１・FAX０７４８―３１－０２３３
定休日：土曜日・日曜日

家
を
建
て
る

家
族
と
共
に
、
思
い
出
を
育
む
家
。

ど
ん
な
日
も
、
ど
ん
な
時
も
、

家
族
を
包
ん
で
く
れ
る
家
。

私
達
と
一
緒
に
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ

描
き
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

－新築・リフォーム・建て替えのご相談承ります－

広告

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り
館
の
食

堂
が
、５
月
７
日
E
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。新
た
な
運
営
事
業
者
は
、市

文
化
会
館
で
も
営
業
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
・

ヴ
ィ
ー
テ
で
す
。こ
れ
ま
で
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
し
た
が
、多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問　

福
祉
政
策
課

(

36)

５
５
８
５
・

(

32)

６
５
１
８

　

６
月
１
日
か
ら
市
民
バ
ス（
あ
か
こ
ん

バ
ス
）
の
バ
ス
停
留
所
の
一
部
を
変
更
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
今
月
号
と
同
時
配
布

の「
近
江
八
幡
あ
か
こ
ん
バ
ス　

令
和
元

年
６
月
１
日
改
正
・
時
刻
表
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
幅
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

片
側
方
向
に
の
み
バ
ス
停
標
識
を
設
置
し

て
い
る
バ
ス
停
留
所
が
あ
り
ま
す
が
、
標

識
が
な
い
場
合
も
バ
ス
は
停
車
し
ま
す
の

で
、
進
行
方
向
側
で
お
待
ち
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問　

交
通
政
策
課

(

36)

５
５
１
５
・

(

36)

５
５
５
３

　

５
月
11
日
U
か
ら
20
日
W
ま
で
の
10
日

間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。
次
の
重
点
事
項
に
気
を
つ
け
、

よ
り
一
層
、
交
通
事
故
の
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
の
推
進

　

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
は
、
車
で

は
な
く
歩
行
者
が
優
先
で
す
。
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
歩
行
者
を
見
つ
け
た
と
き
は
横

断
歩
道
の
手
前
で
必
ず
停
止
し
、
歩
行
者

に
道
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を

見
か
け
た
と
き
は
、
徐
行
や
一
時
停
止
を

す
る
な
ど
、
十
分
注
意
し
て
運
転
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
登
下
校
の
時

間
帯
は
通
学
路
の
通
行
を
避
け
、
時
間
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
行
動
し
、
安
全
運
転
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
の
重
点
事
項「
自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進
」、「
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
」、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

問　

交
通
政
策
課

(

36)

５
５
１
５
・

(

36)

５
５
５
３

　
「
近
江
八
幡
市
の
環
境
」は
、環
境
基
本

条
例
第
12
条
に
基
づ
く
環
境
報
告
書
と
し

て
、
市
の
環
境
の
現
状
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
す
。
市
環
境
基
本
計
画
の
進
行
管
理

を
行
う
た
め
、
市
環
境
審
議
会
に
よ
る
環

境
関
連
の
事
務
事
業
評
価
結
果
や
、
河
川

の
水
質
、大
気
の
環
境
、ご
み
の
排
出
量
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
推
計
値
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図

書
館
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
本
庁
舎
、

総
合
支
所
）
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問　

環
境
課

(

36)

５
５
０
９
・

(

36)

５
８
８
２

　

新
た
に
指
定
ご
み
袋
の
販
売
登
録
店
に

次
の
店
舗
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

問　

環
境
課

(

36)

５
５
０
９
・

(

36)

５
８
８
２

日　

５
月
26
日
Q　

午
前
８
時
30
分
～

正
午

場　

市
役
所
市
民
課（
全
学
区
対
象
）

　

平
日
の
開
庁
時
間（
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
）
に
市
民
課
に
予
約
し
て

い
た
だ
き
、
直
接
市
民
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。予
約
優
先
と
な
り
ま
す
が
、予
約
な

し
で
も
当
日
の
状
況
に
よ
り
、
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、通
知
カ
ー
ド
の

あ
か
こ
ん
バ
ス

停
留
所
の
一
部
を
変
更
し
ま
す

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
休
日
交
付

環
境
報
告
書

「
近
江
八
幡
市
の
環
境
」を
公
表
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ひ
ま
わ
り
館
食
堂
開
店
の
お
知
ら
せ

店
名

所
在
地

M
EG

A

ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

U
N

Y

近
江
八
幡
店

鷹
飼
町

ク
ス
リ
の
ア
オ
キ
出
町
店

出
町

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

近
江
八
幡
若
宮
町
店

東
町

市
指
定
ご
み
袋
販
売
登
録
店
の
追
加
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広告

内科・消化器科・小児科・循環器科・ｱﾚﾙｷﾞｰ科

けいさつ署●

　クリーニング
●相互

マイン薬局●

ココ
★

近江八幡市立
総合医療センター
八木町

堀上町

広告

まつざわ
メディカルクリニック

Matsuzawa Medical Clinic

(Internal medicine)

( 旧 松澤医院 )�

近江八幡市土田町 268-3

診�療�時�間 日 月 火 水 木 金 土

AM  8:30～ 12:00
※日曜は9：00～

※ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ 祝日は休み

PM  4:30～ 7:00 / ○ / ○ / ○ /

A（0748）

32-4508

http://324508.jp

桐
原
東
小
学
校

白
鳥
川●

●

受
け
取
り
も
で
き
ま
す
。な
お
、証
明
書
の

発
行
や
各
種
届
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
問
・
　

市
民
課

(
36)
５
５
０
０
・

(

33)

１
７
１
７

　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
と
交
流
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、
手
話
や
聴
覚
障
が
い
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
手
話
の
基
本

文
法
や
語
彙
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
現
能
力
や
読
み
取
り
能
力
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
が

い
者
と
の
手
話
に
よ
る
会
話
を
通
じ
、
実

践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
習

得
し
ま
す
。

日　

６
月
６
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時(

８
月
15

日
T
は
除
く)

※
講
座
の
ほ
か
、
交
流
会
や
手
話
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
実
習
を
３
回

行
い
ま
す
。

場　

ひ
ま
わ
り
館

対　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
18
歳
以
上
で
、手

話
学
習
経
験
が
お
お
む
ね
１
年
以
上
の
人
。

・
平
成
30
年
度
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座【
入

門
編
／
前
期
】を
修
了
し
た
人
。

※
原
則
、全
課
程
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

※
15
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
人
は
、
保
護
者

の
同
意
・
送
迎
が
あ
れ
ば
可
能
。

※
年
齢
は
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在

定　

30
人
程
度（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
を
行
い
ま
す
）

￥　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

申　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）

締　

５
月
17
日
Y
必
着

申
問
・
　

障
が
い
福
祉
課

(

31)

３
７
１
１
・

(

31)

３
７
３
８

010837

＠city.om
ihachim

an.lg.jp

〒
５
２
３
ー
０
０
８
２　

土
田
町
１
３
１
３

　

工
業
統
計
調
査
は
、統
計
法
に
基
づ
き
、

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、我
が
国

の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
重
要
な
統
計
で
す
。調
査
結
果

は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。調
査
時

点
は
６
月
１
日
で
す
。調
査
票
へ
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

企
画
課

(

36)

５
５
２
７
・

(

32)
２
６
９
５

　
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
け
る
男
女
共
同
参

画
の
ま
ち
近
江
八
幡
」
を
目
指
し
、
一
緒

に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
で
、

年
間
５
回
程
度
開
催
の
実
行
委
員
会
、
市

民
の
つ
ど
い
に
参
加
で
き
る
人

内　

企
画
・
立
案
、
当
日
の
運
営
お
よ
び

広
報
な
ど

申　

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電
話
番

号
、
応
募
動
機
を
記
入
し
、
直
接
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

締　

５
月
24
日
Y
必
着

申
問
・
　

人
権
・
市
民
生
活
課

(

36)

５
８
８
１
・

(

36)

５
５
５
３

011402@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３
ー
８
５
０
１(

住
所
記
載
不
要)

　

水
道
事
業
所
で
は
、
学
識
経
験
者
や
水

道
利
用
者
で
構
成
す
る「
水
道
事
業
運
営

委
員
会
」、「
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
水
道
・
下
水
道
の
運
営
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
利
用
す
る
お
客
様
の

代
表
と
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
で
、
年
３
回
程
度

（
平
日
昼
間
開
催
予
定
）
の
委
員
会
に
出

席
で
き
る
人

定
員　
各
３
人
以
内（
両
方
へ
の
応
募
も
可
）

任
期　
令
和
３
年
３
月
ま
で

申　

事
前
に
ご
連
絡
の
う
え
、応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
の
思
い
」を
テ
ー
マ
に

４
０
０
字
程
度
の
作
文
を
添
え
て
、持
参
ま

た
は
郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
水
道
事
業
所
で
配
布
し
ま
す
。

締　

５
月
20
日
W
必
着

申
問
・
　

上
下
水
道
課

（
36
）５
５
３
４
・

（
34
）７
４
８
０

010618@
city.om

ihachim
an.lg.jp

〒
５
２
３
ー
８
５
０
１(
住
所
記
載
不
要)

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
市
民
の
つ
ど
い

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
編
／
後
期
）受
講
者
募
集

水
道
事
業
運
営
委
員
会
・
公
共
下
水

道
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
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お知らせ伝言板

今
月
の
税
・
料
の
納
付

（
納
付
期
限　

５
月
31
日
Y)

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
期
／
全
期
）

　

軽
自
動
車
税　
　
　
（
全
期
）

善
意
の
と
も
し
び

３
月
21
日
か
ら
４
月
18
日
ま
で
の
受
付

福
祉
基
金
に
と

光
友
易
学
５
千
円

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
と

匿
名
２
千
円

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
の
忘
れ
が
簡
単
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す（
認
知
症
の
診
断
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
普
段
の
生
活
の
中
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
や
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

要
予
約
・
参
加
無
料

日　

５
月
16
日
T　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場　

ひ
ま
わ
り
館　

研
修
室

対　

市
内
在
住
者　

定
20
人
（
先
着
順
）

申　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
・
　

長
寿
福
祉
課

(

31)

３
７
３
７
・

(

31)

３
７
３
８

日　

５
月
18
日
U　

午
前
８
時
30
分
～

11
時（
小
雨
決
行
、荒
天
中
止
）

場　

市
役
所
駐
車
場

問　

農
業
振
興
課

（
36
）５
５
１
４
・

（
46
）５
３
２
０

　

今
年
度
の
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸

付
お
よ
び
借
受
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

申
請
様
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

貸
付
希
望　

５
月
７
日
E
～
６
月
28
日
Y

借
受
希
望　

随
時

受
付
場
所　
農
地
中
間
管
理
機
構
東
近
江

【出典　わたしたちの手話学習辞典】

手み な の ㉕ん 話

休み・休む

障がい福祉課
（３１）３７１１・ （３１）３７３８

問

  水平においた両手を引き
寄せ、親指側をつける

窓
口
、最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
ま
た
は
農
業
振
興
課

問　

農
業
振
興
課

(

36)

５
５
７
６
・

(

46)

５
３
２
０

農
地
中
間
管
理
機
構　

東
近
江
窓
口

(

22)

１
１
２
９

　

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）
で

開
催
予
定
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列

さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

対　

原
則
、戦
没
者（
原
爆
、一
般
戦
災
死

没
者
を
含
む
）の
配
偶
者
・
子
・
父
母
・
兄

弟
姉
妹
・
孫
、
戦
没
者
の
子
・
兄
弟
姉
妹

の
配
偶
者
・
甥お
い

姪め
い

で
県
内
在
住
の
人
、
か

つ
１
泊
２
日
の
団
体
行
動
が
で
き
る
人

※
原
則
戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
回
で
す
。２

回
目
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
、ま
た
障
が

い
が
あ
り
介
助
者
の
同
行
を
必
要
と
す
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。２
回
目
の

人
は
、参
加
費
用(
交
通
費
、宿
泊
費
な
ど
）

を
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

日　

８
月
14
日
R
～
15
日
T

定　

50
人
程
度（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）、選
考
結
果
は
６
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

￥　

５
０
０
０
円
程
度

※
介
助
者
の
参
加
費
用
は
全
額
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。

申　

ハ
ガ
キ
に
次
の
事
項
を
記
入
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
①
参
加
希
望
者
の

住
所
、
郵
便
番
号
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

生
年
月
日
、性
別
、戦
没
者
と
の
続
柄
、電

話
番
号
②
戦
没
者
の
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

戦
没
時
の
本
籍
都
道
府
県
名
、
陸
軍
・
海

軍
の
別

締　

５
月
31
日
Y（
当
日
消
印
有
効
）

も
の
忘
れ
相
談
会

近
江
八
幡
こ
だ
わ
り
食
材

産
地
直
売
軽
ト
ラ
市

農
地
中
間
管
理
機
構

貸
付
お
よ
び
借
受
申
請
書
の
受
付

申
問
・
　

県
健
康
福
祉
政
策
課 

援
護
係

０
７
７
（
５
２
８
）３
５
１
４

〒
５
２
０-

８
５
７
７　

大
津
市
京
町
四

丁
目
１-

１

　

文
化
芸
術
の
振
興
に
よ
り
、
魅
力
あ
る

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
た

め
、
本
市
の
文
化
芸
術
の
振
興
な
ど
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
事
業
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内（
総
額
80
万
円
）
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対　

市
内
に
活
動
拠
点
を
有
す
る
文
化

芸
術
団
体

事
業
期
間　
４
月
１
日
か
ら
令
和
２
年
３

月
22
日
ま
で
に
実
施
す
る
事
業

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
限
度
額
20
万
円
）

申　

市
役
所
や
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
設
置
の
募
集
要
項
を
ご
覧
の
う

え
、文
化
観
光
課
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
・
申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

締　

６
月
28
日
Y　

午
後
５
時
ま
で

申
問
・
　

文
化
観
光
課

(

36)

５
５
２
９
・

(

36)

５
８
８
２

　

４
月
か
ら
、文
芸
の
郷
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営

業
時
間
が
午
前
11
時
～
午
後
２
時
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

(

公
財)

安
土
町
文
芸
の
郷
振
興
事

業
団　

(

46)

６
５
５
５

全
国
戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
者
募
集

文
芸
の
郷
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
時
間
の
変
更

「
近
江
八
幡
市
ま
ち
づ
く
り
芸
術
振
興

事
業
補
助
金
」事
業
の
募
集
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新井素子／編（キノブックス）
シェリル・バードー／文
バーバラ・マクリントック／絵

（ほるぷ出版）

図書館においでよ!

『数字は
わたしのことば』

『ショートショート
ドロップス』

Book

おすすめ新着本
児童書

おすすめ新着本
一般書

『作家のおしごと』         五木寛之／著（東京堂出版）
『人生後半、はじめまして』
                                    岸本葉子／著（中央公論新社）
『永田町小町バトル』   西條奈加／著（実業之日本社）
『プラスチックの祈り』白石一文／著（朝日新聞出版）

『おしいれじいさん』     尾崎玄一郎／作（福音館書店）
『ゆげゆげ～』     さいとうしのぶ／作・絵（教育画劇）
『ソフィー、がっこうへいく』

パット・ジトロー・ミラー／文（光村教育図書）

近江八幡図書館　 （32）4090・ （32）4099
安土図書館　　　 （46）6479・ （46）6591

□－近江八幡図書館
○－安土図書館
■－両館

５月の
休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

広告

広告

〈今月のおはなし会〉

お詫びと訂正

ゴールデンウィークの休館のお知らせ

子ども読書月間

近江八幡図書館
おはなし研究会のおはなし会
　11日U

　０～２歳／午前10時～
　３～５歳／午前10時35分～
　小学生以上／午前11時10分～
※25日U　午前10時30分～
　金田コミュニティセンター
おはなしメリーゴーランド
　15日R　 午前10時30分～　
　０～２歳

安土図書館
絵本の時間
　10日Y　午前10時30分～
　０～２歳
安土おはなし童話クラブのおはなし会
　18日U

　３～５歳／午前10時～
　小学生以上／午前11時～

　女性作家 15 人による短いお話を集めたもの。新井
素子が３年かけて編集し、「チヨ子」（宮部みゆき）、「さ
くら日和」（辻村深月）、「冷凍みかん」（恩田陸）な
どが収められ、それぞれ心に余韻を残してくれます。

　むかしフランスのパリに、ソフィーという数学が大
すきな女の子がいました。昼も夜も頭の中は数学でいっ
ぱいで、数学者になりたいと思っていましたが、世間
では女の子は勉強などしないのがふつうでした。…困
難をはねのけ、あきらめずに挑戦し続けた女性の物語。

　広報４月号 25 ㌻の近江八幡図書館の開館・休館カレン
ダーで、4 月 1 日 W が「開館日」となっていましたが、正
しくは「休館日」です。
　お詫びして訂正します。

近江八幡図書館  ４月 29 日～５月２日・６日
安土図書館　４月 30 日～５月３日

５月 28 日まで近江八幡図書館では、「ぼくのわたしのおススメ
本バトル」やこいのぼり作り（５月３日～５日）を催します。
是非お越しください。
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日 日時　場 場所　対 対象　内�内容　定 定員　￥ 費用　講  講師　出 出演　持 持ち物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

広告

広告

みかみ動物病院
近江八幡市江頭町４４３(パチンコ屋さん向かい)

春の無料勉強会開催(参加無料)
　フィラリア予防
　狂犬病予防注射
　混合ワクチン

TEL:0748-31-4712　木曜日、日曜午後休診
９：００～１２：００　１６：００～２０：００（ＧＷ、祝日も診察）

☆詳細はホームページをご覧ください☆　＊スタッフ募集中＊

5/11U　お手入れ講座
5/25U　必見！柴犬の話
6/  1U     しつけの相談会
子犬教室（費用 500 円）随時開催
☆参加希望の方はご連絡ください

フィラリア予防の時期です！

スローガン
〇最優秀賞

『湖国の感動 未来へつなぐ』
小笠原 登真さん（県立守山中学校・
野洲市）
問　第79回国民体育大会・第24回
全国障害者スポーツ大会滋賀県開催
準備委員会　  077(528)3321

健康ふれあい公園�

TEL (37)0077・FAX (38)0006           

プール＆スタジオ定期教室
　運動しやすい季節です。カラダづく
りを始めませんか？
○おすすめレッスン
プラクティックスイム（プール）…楽しく
水中運動をしながら、身体を整えます。
スポーツリズムトレーニング（スタジ
オ）…リズム運動で、運動センスが身
に付きます。ダイエットやストレス発
散に。
￥　プール教室（3カ月）10800円～
12980円、スタジオ教室（3カ月）
8000円
スポット利用はプール1回1200円、
スタジオ1回1000円（6回利用で
5000円の回数券もあります）
※開催日、時間など詳しくはお問合せ
ください。
親子水泳
日　５月19日Q　午前10時～10時
50分、午前11時～11時50分
対　３歳以上の未就学児
定　各回６組(12人)
￥　１組1000円（施設利用料要）
持　水着、スイムキャップ、タオル

対　18歳以上
定　35人(先着順）
￥　1500円（３回分）
講 　 藤 田 マオさん（フィットネス
ウォーキング指導員）
持　体育館シューズ・タオル・飲み物
※運動しやすい服装でお越しください。
申　所定の申込用紙に受講料を添え
て申し込みください（電話予約可）。

市民共生センター
（はつらつ館・水曜休館）�

TEL (31)2700・FAX (31)2800 

『第12回囲碁将棋交流大会』

日　６月９日Q

午後０時30分～４時30分
定　囲碁20人、将棋20人
申　電話で申し込みください。
締　５月14日E～５月28日E

『パソコンフォロー教室』
日　６月３日からの毎週月・火・土曜
日（いずれかの日を選んで受講）
午前10時～正午
対　市民共生センターで開講した「パ
ソコン教室」と「パソコンフォロー教
室」のどちらかを1年以内に受講した
ことのある人
内　ボランティアによる、パソコン利
用に関するアドバイス・指導
申　電話で申し込みください。
締　５月７日E～５月14日E

アクティ近江八幡� �

TEL (38)0758・FAX (38) 0759 

ヨガ教室
心と身体を癒しませんか。
日 　毎週木曜日　午後７時30分～
８時30分
隔週土曜日　午前10時～
11時
対　18歳以上の健康な人
￥　１回600円
持 　ヨガマット・バスタオ
ル・飲み物
ふれあいYOGAフェスタ
　さまざまなヨガと大人のバレエ
体験。初心者向け。マルシェ、ワーク
ショップもあります。
日　６月８日U

午前10時～午後３時30分
￥　ヨガ参加料2000円（当日2500円）

運動公園(津田町18）�

TEL (33) 6303・FAX (33)3124       

2024年国スポ・障スポの愛称・スロー
ガンが決定しました
　 昨 年 実 施されました 令 和 ６ 年
(2024年)の滋賀国民スポーツ大会・
全国障害者スポーツ大会の愛称・ス
ローガン募集に、たくさんのご応募
をいただきありがとうございました。
１万点を超える応募の中から、愛称と
スローガンを決定しました。
愛称
〇最優秀賞

『わたSHIGA輝く国スポ・障スポ』
本多美喜さん（県立草津東高校・大津
市）



文化会館   
TEL (33)8111・FAX (33)8112 

オンタイムうたごえコンサート
　滋賀県下で活動する人気バンド「オ
ンタイム」の生演奏にのせて、懐かし
い歌を一緒に歌いませんか。
日　６月23日Q

午後２時開演（午後１時30分開場）
￥　前売500円、当日700円、全席自由

劇団四季公演「はだかの王様」
　劇団四季による「はだかの王様」の公
演です。ファミリー向けのミュージカル
をお子様と一緒にお楽しみください。

日　８月４日Q　午後４時開演
￥　全席指定(S席：5000円、小学生
以下3000円、A席：3000円、小学生
以下2000円)※３歳以上有料(３歳
未満で着席鑑賞は有料)

文芸セミナリヨ 
TEL (46)6507・FAX (46)6510 

第233回はつらつコンサート　「映画
音楽はいかがですか！」
　コンサートの最後には「みんなで歌
おう♪」のコーナーもあります。
日　６月20日T

午後２時開演（午後１時30分開場）
出　米田正博＆スリーエコーズ（ジャズ）
￥　500円(全席自由)
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市 のし だよりせつ

広告 広告

ワンコインコンサート　シリーズ118
「きっと口ずさみたくなる！ハープと歌
で楽しむ皆が知ってるあの名曲集♪」
　乳幼児から本物の音楽に触れてほ
しいと開催するコンサート。
日　６月22日U

午前10時30分開演（午前10時開場）
出　大西伶奈（ハープ、写真左）、萩野
久美子（ソプラノ、写真右）

￥　500円（保護者膝上の乳幼児は
無料、全席自由）
安土文芸の郷歴史講座
　　　～本能寺の変の真実～

　ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」の
2020年放映を前に、関心の高い明
智光秀に焦点を当てた講演会を開催
します。本能寺の変の真相や明智光
秀の行動について解説します。
日　５月25日U

午後１時30分開演（午後１時開場）

講　明智憲三郎さん（歴史作家）
￥ 　一般800円、学生400円(全席
自由)

あづちマリエート� �

TEL (46)2645・FAX (46)3238  

エクササイズ＆ヨガ教室（春コース）
日　５月14日E、23日T、30日T

午前10時～11時30分
（午前９時30分受付）

対　18歳以上の健康な人
定　各回35人程度（先着順）
￥　各600円（１回）
持 　体育館シューズ、ヨガマット(貸
出あり)またはバスタオル、飲み物、タ
オル
申　電話で申し込みください。
シニア世代健康スクエアー
　　　（体力測定とスポーツ）
　４種目の簡単な種目の測定を行い
ます。
日　６月７日Y　午前10時開始
(午前９時30分受付)
内　握力、開眼片足立ち時間、長座
立体前屈、３㍍往復歩行（終了後に
ニュースポーツを行います）
対 　市内在住、在勤のおおむね65
歳以上の健康な人
定　50人（先着順）
￥　無料
持　体育館シューズ、タオル、飲み物
※運動しやすい服装でお越しください
申　申込用紙に必要事項を記入し、
提出してください(電話予約可)。
ストレッチで姿勢改善（初夏コース）
日　６月12日、19日、26日の各水曜
日（全３回）  午前10時～11時30分

好評発売中

５月 19 日発売開始
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

「
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
講
習
会
」

日　

５
月
11
日u

　

[

午
前
の
部]

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分[

午
後
の
部]

午
後
２

時
～
４
時
（
い
ず
れ
も
30
分
前
か
ら
受
付
）

場　

ひ
ま
わ
り
館　

ホ
ー
ル

内　

段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た
コ
ン
ポ
ス
ト

作
り
な
ど
。
参
加
者
に
花
な
ど
の
苗
を
進
呈

￥　

２
２
０
０
円
（
堆
肥
化
基
材
一
式
）

定　

午
前
、
午
後
と
も
50
人
（
先
着
順
）

申　

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
Ｅ
メ
ー
ル
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。 

締　

５
月
７
日e

申

問
・
　

市
民
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
吉
田
さ
ん 

 

・

（
36
）
８
４
５
７

yoshida.e@
air.ocn.ne.jp

近
江
八
幡
お
や
じ
連

健
康
ぶ
ら
ぶ
ら
ウ
ォ
ー
ク
in
白
鳥
川

日　
５
月
12
日
Q　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
）
小
雨
決
行

場　

ひ
ま
わ
り
館  

玄
関
前
集
合

内　

一
般
コ
ー
ス（
長
命
寺
港
経
由
の
約
12
㌔
）

初
心
者
コ
ー
ス
（
八
幡
公
園
経
由
の
約
６
㌔
）

持　

水
筒
、
帽
子
、
保
険
証
（
写
し
）
な
ど

￥　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
５
０
０
円
、
子
ど

も
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

申　

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
住
所
・
連
絡
先

を
明
記
し
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で  

締　

５
月
７
日e

（
当
日
受
付
も
可
）

申

問
・
　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
土
田
町

１
３
１
３
）

（
31
）
２
６
７
７
・

（
36
）

６
９
１
０　

ohshakyo@
gm

ail.com

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
無
料
体
験
教
室

　

ス
テ
ッ
プ
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み
。
老
若

男
女
問
わ
ず
誰
で
も
親
し
め
る
ダ
ン
ス
。

日　

５
月
13
日w

、
20
日w

、
27
日w

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

ア
ク
テ
ィ
近
江
八
幡　

持　

上
靴

問　
佐
藤
さ
ん　

 

・

（
33
）
２
２
８
１

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
体
験
活
動

　
　
　

野
外
料
理
を
楽
し
も
う
♪

日　
５
月
18
日u

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　

安
土
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
定　

就
学
前
～
小
学
生
の
女
児
の
親
子 

10
組

￥　
１
人
２
０
０
円　

持　
軍
手
、
タ
オ
ル
、
お
茶

申
問
・
　

和
田
さ
ん
（
20
団
）

０
９
０

（
３
８
６
９
）
８
３
７
９
・
城
念
さ
ん
（
39
団
）

   

０
９
０
（
５
１
３
５
）
４
０
５
７

親
子
で
春
の
小
川
で
お
魚
つ
か
み

日　

５
月
18
日u

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

安
土
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合

定　
親
子
20
組
程
度　

参
加
無
料
・
申
込
不
要

持　

運
動
靴
、
着
替
え
な
ど
（
網
、
長
靴

は
準
備
し
て
い
ま
す
）　

小
雨
決
行

問　
琵
琶
湖
お
魚
探
検
隊
・
丹
波
さ
ん

   

・

(

32
）
２
７
９
２

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
い
の
ち
の
ケ
ア
講
演
会

日　

５
月
19
日q

　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

場　

湖
東
信
用
金
庫
近
江
八
幡
支
店

内　

小
笠
原
望
さ
ん
（
医
療
法
人
鬨と
き
の
会
大
野

内
科
院
長)

の
講
演
「
い
の
ち
の
仕
舞
い
」 

と
映

画
「
四
万
十
～
い
の
ち
の
仕
舞
い
～
」
上
映

参
加
無
料　

申　

フ
ァ
ク
ス
（
ヴ
ォ
ー
リ

ズ
記
念
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

申

問
・
　

実
行
委
員
会
（
同
病
院
企
画
渉
外
課
）

 (

32)

５
２
１
１
・

（
32
）
２
１
５
２

kikaku-1
@

vories.or.jp

第
16
回
ア
ー
ト
遊
覧
展

日　

５
月
19
日q

～
５
月
26
日q

　

午
前

９
時
～
午
後
５
時（
19
日
は
午
後
１
時
か
ら
、

26
日
は
午
後
４
時
ま
で
、
21
日
は
休
館
）

場　

市
文
化
会
館　

展
示
室

内　

近
江
八
幡
美
術
協
会
会
員
31
人
の
日
展

特
選
作
品
を
含
む
絵
画
・
立
体
・
書
・
写
真

を
一
堂
に
。
最
終
日
午
後
２
時
か
ら
作
者
と

共
に
作
品
鑑
賞
会
。　

入
場
無
料

問　
廣
嶋
さ
ん

   

・

(

33
）
７
２
８
３

近
江
八
幡
混
声
合
唱
団
15
周
年
記
念

演
奏
会

日　

５
月
19
日
Q　

午
後
１
時
30
分
開
演

（
午
後
０
時
45
分
開
場
）

場　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　

合
唱
組
曲
「
水
の
い
の
ち
」、
イ
タ
リ
ア
の

歌
め
ぐ
り
、
歌
で
巡
る
人
生
の
旅
の
３
部
構
成

￥　

１
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

問　
古こ
か
ん閑
さ
ん

   　
０
９
０
（
５
０
５
３
）
３
８
０
６

茶
談
話
会 

家
族
を
守
る
寝
た
き
り
予
防

日　

５
月
22
日r

　

午
後
１
時
～
３
時

場　

白
雲
館（
為
心
町
元
９
）

￥　
５
０
０
円
（
飲
み
物
・
菓
子
付
）
定　
20
人

申

問
・
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
中
間
支
援
セ
ン
タ
ー

 (

33)

５
５
１
０
・

（
33
）
５
６
９
７

chukan@
npo-om

i8
m

an.com

人
生
百
年
！
仲
間
と
楽
し
く
！

「
男
の
料
理
づ
く
り
」
参
加
者
募
集

日
・
場　

５
月
23
日t

午
前
９
時
30
分
～
午

後
２
時　

ひ
ま
わ
り
館
お
よ
び
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
２
会
場
で
開
催

６
月
27
日t

も
同
じ
時
間
に
ひ
ま
わ
り
館
お
よ

び
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

広告

広告

５月生募集中
楽しく身につく、 考えて身につく

中小森教室 (中小森町95-66)

講師：木崎　田鶴子
0748-33-3187

野村教室 ( 野村町 313-9)

講師：仲井　裕子
0748-36-7098

西上田教室 ( 上田町 1000-2)

講師：中江　みどり
077-586-7729

船木町教室 ( 船木町 1230-1)

講師：山田　真理子
0748-32-0558

篠原第２教室(篠原町1-10-21)

講師：田中　陽子
0748-32-6275

浅小井教室 ( 浅小井町 463)

講師：桐原　真紀
0748-70-2571

池田本町教室 ( 池田本町 745)

講師：浅田　ゆかり
0748-33-4378

池田町教室 ( 池田町 4-18)

講師：谷　果歩
0748-26-3955

島教室 ( 島町 567-2)

講師：安部　佳子
0748-36-0167

0120-415-144 ( 無料 )
＜携帯ＯＫ！受付／平日 10：00～18：00 ＞ www.eccjr.co.jp

スマホは
こちらから

広報おうみはちまん　2019.5.1
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日 日時　場 場所　対 対象　内 内容　定 定員　￥ 費用　講 講演・講師　持 持物　申 申込方法　締 申込締切・申込期間

￥　

１
回
１
千
円   

持　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申

問
・
　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
(

31)

２
６
７
７
・

（
36
）
６
９
１
０

第
18
回
野
間
邸
寄
席

　

桂
米
平
、
笑
福
亭
銀
瓶
ほ
か
出
演
。
全
て
椅
子
席

日　

５
月
26
日q

午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
30
分
か
ら
受
付
）

場　

野
間
清
六
邸
（
永
原
町
上
12
）

定　
70
人
（
申
込
先
着
順
）
￥　

前
売
２
千
円
、

当
日
２
３
０
０
円
、
ペ
ア
前
売
は
３
５
０
０
円

問　
し
み
ん
ふ
く
し
滋
賀

(

31
）
３
０
５
８

第
33
回
近
江
八
幡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

日　

６
月
９
日q

　

午
後
１
時
30
分
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）　

入
場
無
料

場　

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内　

序
曲
「
春
の
猟
犬
」、
組
曲
「
宇
宙
戦

艦
ヤ
マ
ト
」、
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
ほ
か

問　
森
さ
ん

０
９
０
（
１
６
７
６
）
８
６
６
１

市
民
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
ー
英
語
ク
ラ
ス
ー

日　

５
月
22
日r

／
23
日t

～
８
月
７

日r

／
８
日t

　

各
ク
ラ
ス
75
分

場　

八
幡
教
育
会
館
（
新
町
三
丁
目
）

内　
【
初
級
ク
ラ
ス
】（
全
て
同
内
容
）
①

水
曜 

午
前
11
時
～
②
木
曜 

午
前
９
時
30
分

～
③
木
曜 

午
前
11
時
～
【
中
級
ク
ラ
ス
】（
経

験
者
向
き
）
④
水
曜　

午
前
９
時
30
分
～　

定   

各
ク
ラ
ス
10
人
（
先
着
順
）

講　

ニ
コ
ラ
ス
・
ボ
ウ
マ
ン
さ
ん

￥　

１
万
２
千
円
（
全
12
回
分
）

申　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
ク
ラ
ス

番
号
を
書
い
て
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
。

申

問
・
　

市
国
際
協
会

・

（
26)

７
０
９
２

om
i8m

an-i-a@
gaia.eonet.ne.jp

市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
に
集
ま
れ

日　

６
月
９
日q

　

午
前
９
時
15
分
開
会

場　
布
引
陸
上
競
技
場
（
東
近
江
市
芝
原
町
）

対　

市
内
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
人
（
オ
ー
プ

ン
参
加
も
可
）
※
小
学
生
（
参
加
無
料
）
は
市

内
在
住
に
限
り
ま
す
（
保
護
者
の
引
率
必
要
）。

申

問
・
　

近
江
八
幡
陸
上
競
技
協
会
事
務

局
・
安
田
さ
ん  

(

33
）
７
５
２
８

滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
受
講
生

　

高
齢
者
が
新
し
い
知
識
と
教
養
を
身
に
つ

け
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
開
設
。
学
習
期
間
は
２
年
。

対　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
本
年
10
月
１
日

現
在
）
で
学
習
成
果
を
地
域
に
活
か
せ
る
人

内　

必
修
講
座
（
全
員
受
講
）
と
選
択
講

座
（
専
門
的
知
識
・
技
術
の
習
得
）
本
年
10

月
開
講
（
登
校
日
は
１
カ
月
に
５
日
程
度
）

￥　

２
万
５
千
円
（
前
期
・
後
期
と
も
。

教
材
費
な
ど
は
別
途
負
担
）

申　

入
学
願
書
な
ど
を
同
大
学
草
津
校
へ

郵
送
。募
集
要
項
は
ひ
ま
わ
り
館
、各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
有
り
ま
す
。

締　

６
月
３
日w

～
８
月
５
日
W

問　
草
津
校

 

０
７
７
（
５
６
７
）
３
９
０
１

滋
賀
ひ
き
こ
も
り
女
子
会

　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
女
性
の
交
流
会
。
予
約
不
要
、
参
加
無
料

日　
６
月
１
日u

・
７
月
６
日u

　

午
後
１

時
50
分
～
４
時
（
近
江
八
幡
駅
南
口
か
ら
送
迎
バ

ス
有
・
前
日
正
午
ま
で
Ｅ
メ
ー
ル
で
に
申
し
込
み
）

場　
ス
ー
プ
ル
（
日
野
町
蓮
花
寺
８
５
３
ー
６
）

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ー
プ
ル　

坂
原
さ
ん

０
９
０
（
７
８
７
４
）
３
１
２
２

peacenakam
a1041@

gm
ail.com

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
一

緒
に
走
り
、
応
援
し
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
個
人
ラ

ン
と
４
人
で
の
チ
ー
ム
ラ
ン
の
２
種
目
。
雨
天
決
行
。

日　

６
月
２
日q

　

午
前
８
時
30
分
開
会

場　

希
望
ヶ
丘
文
化
公
園
陸
上
競
技
場

問  

同
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
（
滋
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）

(

33
）
２
４
２
０
・

(

34
）
８
２
３
０

５
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
っ
て
い
る
災
害
救
護
な
ど

の
人
道
的
な
活
動
支
援
の
た
め
、
活
動
資
金
に
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
活
動
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
赤
十
字
奉
仕
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問　
日
本
赤
十
字
社
近
江
八
幡
市
地
区（
市

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

（
32
）
１
７
８
１

７
０
０
Ｍメ

ガ
ヘ
ル
ツ

Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
議
会
に
よ
る

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
に
つ
い
て

　

携
帯
電
話
で
の
新
し
い
電
波
利
用
開
始
に

伴
い
テ
レ
ビ
の
画
像
が
乱
れ
る
な
ど
の
受
信

障
害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
Ｚ
Ｔ
Ｖ

や
光
ケ
ー
ブ
ル
で
ご
覧
の
場
合
は
影
響
あ
り

ま
せ
ん
）。
受
信
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性

の
高
い
地
域
で
は
身
分
証
明
書
を
保
持
し
た

対
策
員
が
訪
問
し
了
解
を
い
た
だ
い
た
上
で

無
料
で
対
策
作
業
を
行
い
ま
す
。
工
事
作
業

員
を
装
っ
た
詐
欺
行
為
や
悪
質
商
法
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 　
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
午
前
９
時
～
午
後
10
時
・
年
中
無
休
）

０
１
２
０
（
７
０
０
）
０
１
２
（
無
料
）

広告

広告

問い合わせ ： 西常寺  森岡孝子
　　　　　　　　　　　　090-3281-3257

広報おうみはちまん　2019.5.1



30

News Topics ま ち の
わ だ い

３月 29日

「どんどん橋」完成
地元住民や園児らが渡り初め

　西生来町の蛇砂川に架かる３号橋（愛称「どんどん
橋」）が完成し、武佐こども園の園児らによる渡り初め
が行われました。
　近くの武佐こども園で完成を祝う催しや橋の前での
テープカットのあと、園児や保護者、地元住民らが一
歩一歩踏みしめながら、楽しそうに渡っていました。

五輪メダリストに泳ぎ方を教わったよ

　アテネ五輪競泳バタフライの銅メダリスト中西悠子

さんを招いての水泳教室が、健康ふれあい公園のプー
ル棟で行われ、約 60 人の小学生が中西さんのわかり
やすい指導に目を輝かせながら泳ぎ方を学んでいまし
た。中西さんは子どもたちからの質問にも丁寧に答え

「自分が好きなことを見つけて、一生懸命頑張ってほし
い」と子どもたちを励ましていました。

　新しい元号「令和」のスタートを記念して、岡山学
区まちづくり協議会が、少年少女スポーツ教室開講式
に合わせ、一文字書道を行いました。果敢に特大の「令
和」にチャレンジしたのは、バレーボールの藤本穂乃
華さん（岡山小６年）。ほかの子どもたちも令和元年に
かける思いをしたため、決意を新たにしていました。

でっかい「令和」を一文字書きで

４月 13日 ３月 24 日

４月１日

「きりはら遊こども園」が開園

　待機児童の解消と、地域の子育て支援を充実させる
ため、桐原コミュニティセンターに隣接して民間事業
者による幼保連携型認定こども園「きりはら遊こども
園」が開園しました。
　この日は、入園式も行われ、保護者と一緒に短時部
62 人、長時部 50 人の園児は、緊張しながらも希望に
満ちた表情で参加していました。

表紙写真も
ご覧ください

広報おうみはちまん　2019.5.1
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春の風物詩 桜咲く～

赤こんリポート                                                              東  恵子リポーター ４月６日
　　７日

大松明の奉納神事　「沙沙貴まつり」

　少
すくなひこなのかみ

彦名神を琵琶湖岸から神社へ迎えることが由来と
されている大松明の奉納神事が、満開の桜のもと安土
町常楽寺一帯で行われました。沙沙貴神社に奉納され
る大松明の前で伝統の「手桶踊り」が披露されながら、
氏子らによって「ヨッサー、ヨッサー」の掛け声ととも
に引かれました。大松明は、同神社の境内で奉火され、
五穀豊穣、家内安全を祈りました。

市内の３カ所観光案内所が
「認定外国人観光案内所」パートナー施設に認定

　近年増加している外国人旅行者を積極的に受け入れ
る施設として、下記の観光案内所が日本政府観光局か
ら「認定外国人観光案内所」のパートナー施設の認定を
受けました。今年４月から多言語翻訳アプリを搭載し
たタブレット端末や携帯翻訳端末の運
用を開始し、外国人旅行者に満足いた
だけるようサービスの向上を図ります。

【認定を受けた観光案内所】
■近江八幡駅北口観光案内所　
■安土駅観光案内所
■白雲館観光案内所

認定のマーク

　わが町の自慢の一つ、白鳥川の桜並木が４月６日、見
頃を迎えました。ウォーキングの市民はもちろん、車窓
から眺めるドライバー、総合医療センターの患者さんも
この景色に癒されそうです。小さき花のイヌフグリも、
景色に色を添えています。
　桜を守るのは、近江八幡
おやじ連の「白鳥川の景観
を良くする会」。５月には、
こいのぼり飾りが大空に泳
ぐ姿が見られます。

セブン-イレブン・ファミリーマートに設置
　広報おうみはちまんの４月
号よりセブン - イレブン、フ
ァミリーマートの各店舗に設
置しています ( 各店舗により設
置場所は異なります )。より多
くの市民の皆さんに広報紙をご
覧いただきたいと思います。
　広報紙のデジタル配信サービ
スは 32 頁をご覧ください。

『市長とはちまん夢トーク』

　近江八幡のまちづくりや市政運営について、熱い
想いを市長と話してみませんか。
場所・時間　市役所市長室、午前８時30分～午後５時
　　　　　　（時間枠30分、市長不在の場合は除く）
申込方法　希望する日の一週間前までに窓口、ファクスま
　たはＥメールで、希望の日時・住所・氏名・連絡先・トー
　ク内容をご連絡ください。
その他　トークの様子は記録し、報告書としてまとめ市ホ
　ームページに公開します。政治、宗教または営利を目的
　としたものはご遠慮ください。

・申 問  秘書広報課 （36）５５２６・ （32）２６９５
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人口と世帯

総数　82,063 人 (-47)
男　　40,362 人 (-10)
女　　41,701 人 (-37)
世帯　33,681 世帯 (+109)

平成 31 年 4 月 1 日現在 
 ( ) は前月比

※外国籍住民 (38 カ国・地域／ 1,425 人 ) を含みます。

広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや図
書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗のほか、市ホー
ムページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。

d

テレビ画面で広報紙

リモコンの
ｄボタンをプッシュ！

びわ湖放送に
チャンネルを合わせ

篠 
田 

の 

花 

火

近
江
八
幡
伝
統
の
仕
掛
花
火

Facebook YouTube

　
「
近
江
八
幡
の
火
ま
つ
り
」の

一
つ
で「
左
義
長
ま
つ
り
」、「
八

幡
ま
つ
り
」
な
ど
と
と
も
に
、

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と

な
っ
て
い
る「
篠
田
の
花
火
」

は
、
毎
年
５
月
４
日
の
夜
に
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
篠
田
神
社

（
上
田
町
）
の
祭
礼
行
事
の
一

つ
で
、
市
内
の
春
祭
り
と
同
様

に
、
太
鼓
渡
御
、
松
明
奉
火
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
盛
り

上
げ
る
よ
う
に
「
和
火
」
と
呼

ば
れ
る
花
火
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
花
火
は
、
室
町
時
代
末

期
か
ら
火
薬
製
造
に
携た
ず

さ
わ
っ

て
い
た
地
元
の
人
々
に
よ
り
伝

え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
江
戸

時
代
中
期
に
鉄
砲
の
火
薬
を
製

造
し
て
い
た
氏
子
ら
が
同
神
社

「
気
持
ち
が
一
番
」

　

篠
田
の
花
火
は
、
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
で
す
が
、
左
義
長
ま
つ
り
、
八
幡
ま

つ
り
、
沙
沙
貴
ま
つ
り
（
安
土
町
常
楽
寺

一
帯
）、
竜
王
町
の
弓
削
の
火
祭
り
と
、

近
江
八
幡
周
辺
で
行
わ
れ
る
一
連
の
火
祭

り
の
一
つ
で
す
。

　

花
火
は
火
薬
を
使
う
た
め
、
安
全
面

な
ど
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ

り
、
技
術
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
以
前
に
比
べ
て
、
後
継
者
に
技
術

は
伝
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
う
れ
し
い
で

す
。
若
い
世
代
は
、伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

現
在
の
方
法
で
う
ま
く
技
術
を
引
き
継
い

で
く
れ
て
い
ま
す
。悩
み
と
し
て
は
、「
心
」

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
す
。

　

花
火
製
造
は
、
皆
さ
ん
の
気
持
ち
で
で

き
て
い
ま
す
。
女
性
の
参
加
を
拒
む
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
大
い
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

篠田の花火保存会 
 代表理事　久郷 勲さん

（
久
郷
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

に
花
火
を
奉
納
し
た
こ
と
が
起

源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に

設
置
さ
れ
た
巨
大
な
立
板
に
浮

か
び
上
が
る
仕
掛
花
火
の
絵
柄

は
、
毎
年
、
世
相
を
か
ら
め
趣

向
を
凝
ら
し
た
題
材
で
、
硫

黄
、
硝
石
、
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど

を
練
り
合
わ
せ
た
薬
剤
を
下
絵

に
沿
っ
て
地
元
住
民
が
丁
寧
に

貼
り
付
け
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
御み

よ
が
わ
り

世
替
り
」

　

午
後
８
時
過
ぎ
か
ら
始
ま

る
打
ち
上
げ
花
火
の
後
、
境
内

の
入
り
口
に
取
り
付
け
ら
れ
る

色
鮮
や
か
な「
吊
り
ラ
ン
ス
」

と
よ
ば
れ
る
洋
火
、
さ
ら
に
ナ

イ
ア
ガ
ラ
花
火
が
披
露
さ
れ
た

後
、
綱
火
（
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
）

に
よ
り
和
火
に
点
火
さ
れ
ま
す
。
く
る

く
る
と
激
し
く
回
転
す
る
舞
火
や
火
薬

の
は
じ
け
る
音
、
も
う
も
う
た
る
煙
が
消

え
る
と
、
静
寂
の
な
か
、
境
内
に
設
置

さ
れ
た
巨
大
な
立
板
に
藤
紫
色
の
絵
柄

が
浮
か
び
上
が
り
、
見
物
客
は
し
ば
ら

く
の
間
幻
想
の
世
界
に
酔
い
し
れ
ま
す
。

▲昨年のテーマ 「八徳と滅私のこころ」


